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総 務 建 設 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和３年１１月１０日（水） 午前９時５８分 開会 

                午後４時１８分 閉会   

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 三 好 義 治   副委員長 松 本 暁 彦   委  員 福 住 礼 子 

  委  員 藤 浦 雅 彦   委  員 安 藤  薫   委  員 塚 本  崇 

 

１．欠席委員 

  委  員 野 口  博 

 

１．説明のため出席した者 

  市長 森 山 一 正 

副市長 奥 村 良 夫  副市長 福 渡  隆 

  市長公室長兼同室次長 大 橋 徹 之 

  秘書課長 妹 尾 智 行  広報課長 古 賀 順 也  政策推進課長 有 場  隆 

 人事課長 浅尾耕一郎  人権女性政策課長 由 井 秀 子 

 政策推進課参事 湯 原 正 治  同課参事 細 井 隆 昭 

総務部長 山 口  猛  資産活用課長 溝 口 哲 也 

会計管理者兼会計室長 岩見賢一郎 

選挙管理委員会・監査委員・公平・固定資産評価審査委員会事務局長 池 上  彰 

同局次長 菰 原 知 宏 

消防長 明 原  修  消防本部次長兼消防署長 橋 本 雅 昭 

同部参事兼総務課長 松 田 俊 也  予防課長 小田原利博 

警備課長 木 下 正 雄  同課参事 林  州 次  警防第２課参事 小 西 智 文 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 牛 渡 長 子 同局主幹兼総括主査 香 山 叔 彦 

 

１．審査案件 

  認定第１号 令和２年度摂津市一般会計歳入歳出決算認定の件所管分 

認定第５号 令和２年度摂津市財産区財産特別会計歳入歳出決算認定の件 

    



- 2 - 

 

（午前９時５８分 開会） 

○三好義治委員長 ただいまから、総務建

設常任委員会を開会します。 

 本日の委員会記録署名委員は安藤委員

を指名します。 

 昨日に引き続き、認定第１号所管分の審

査を行います。質疑に入ります。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 おはようございます。 

まず、課ごとでまとめておりますので、

よろしくお願いいたします。初めに、人事

課に関わるところでございまして、決算概

要４４ページ、人事管理事業について、阪

急大阪梅田駅、ＪＲ大阪駅、また大阪メト

ロ御堂筋線梅田駅のデジタルサイネージ

の採用広告をされたということで、昨日、

塚本委員も質問されていました。 

 以前は、電車の吊り広告などでも採用の

募集をされていたと思います。応募結果と

その効果については昨日、ご答弁がござい

ました。去年は、緊急事態宣言が発令され

ていた中で駅構内は人通りも少ない時期

もありましたので、この取り組みについて

は再度検討して、広く人材の確保に努めて

いただきたいと思っております。 

 そんな中で、コロナ禍であったというこ

とから、採用についてもオンラインで実施

される企業も多かったと思っております。 

 本庁でも、オンラインでの採用試験や面

接が行われたのではないかと考えますが、

担当者としてオンラインでの採用につい

てのお考えなど、お聞きしたいと思います。 

 二つ目は、決算概要４４ページにありま

す職種別能力開発事業について、職員研修

の実施状況について、研修内容が事務報告

書の２８ページにもたくさん書かれてあ

りました。そんな中で大阪府市町村振興協

会主催にあります、「ありがとう」と言っ

てもらえる住民サービス向上研修という

のがありました。 

 どういった研修であったのかお聞きし

たいと思います。派遣が１名でありました

ので、この研修に参加されて、これがどの

ように庁内で生かされているのかという

ことをお聞きしたいと思います。 

 ３番目は、広報課になります。決算書の

５８ページ、歳入にあります広報紙広告掲

載料１２０万円、ホームページ広告掲載料

６７万４，０００円とありますが、この掲

載料の中身についての考え方をお聞きし

たいと思います。 

 それから、４番目、決算概要４８ページ

にあります広報事務事業についてであり

ますが、ホームページアクセスが前年の月

平均３６万２，７７１件から劇的にふえま

して、６０万２，６４６件とふえておりま

す。その要因について、どういったものが

あったのか、またＬＩＮＥの友達数が５，

６６３、発信が８５という数字になってい

ました。事務報告書にあったのですが、こ

の友達数というのは予定どおりだったの

でしょうか。 

 また、ＬＩＮＥの発信についての考え方

をお聞きしたいと思います。 

 ５番目です。決算概要４８ページにあり

ますシティプロモーション推進事業の取

り組みの内容について、これは事務報告書

の中にも１６ページに載っておりました

が、どのような戦略をもって進められたの

か、お聞きしたいと思います。 

 次に６番目、次は人権女性政策課になり

ます。決算概要５６ページにあります男女

共同参画計画推進事業についてですが、第

４期摂津市男女共同参画計画の策定に当

たり、市民意識調査というのが行われてお

りました。その結果とそして、第３期男女
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共同参画計画の総括についてお聞きした

いと思います。 

 次に７番目です。決算概要５６ページに

あります男女共同参画センター管理事業

についてですが、大阪人間科学大学と連携

をして、学生が企画をするデートＤＶ出前

事業、これはコロナ禍で中止になったとい

うことで、事務報告書にもありました。 

 そんな中で、市内中学生のデートＤＶ予

防啓発の出前講座は実施されておりまし

たので、その内容についてお聞きしたいと

思います。 

 ８番目、決算概要５８ページにあります

女性問題相談事業についてです。令和２年

度はコロナ禍という状況にありましたが、

これも事務報告書３７ページに数はあり

ましたが、総括してどういった内容があっ

たのか、お聞きしたいと思います。 

 ９番目です。決算概要６２ページ、人権

啓発推進事業について、その中にあります

印刷製本費の内容についてお聞きしたい

と思います。 

 次、１０番目です。政策推進課について

です。決算概要６４ページにあります特別

定額給付金の事業についてですが、これは

全国民に対して一人１０万円の給付とす

るといった大きな事業だったと思います。

給付金額の残高が１，７４０万円というこ

とで、１７４名の方が給付を受けておられ

なかったと思いますが、その内訳について

お聞きしたいと思います。 

 給付の申請においては、案内をなくして

しまったということも聞いたことがあっ

たりしまして、私も独居の高齢者の方が申

請について分からないということで、お手

伝いをした経験もあります。 

 また、家庭内や夫婦間でのいろいろな事

情があったり、そういった振込についての

問い合わせなど、お受けになったかなと思

いますので、申請に当たる問い合わせや相

談に対して、どういった応対をされたのか

についてお聞きしたいと思います。 

 １１番目は、選挙管理委員会事務局です

が、決算概要７０ページに市長及び市議会

議員補欠選挙の内容が掲載されておりま

す。４年前の選挙と比較をいたしまして、

投票場であったり、投票率であったりとい

ったことの総括をお聞きしたいと思いま

す。 

 次は、消防本部に係る質問です。１２番

目です。決算概要１３２ページにあります

消防職員数１０１名となっておりました。

女性隊員が何人になったのかお聞きした

いと思います。配属状況であったり、全国

と比較して摂津市の割合というのはどの

程度になっているのか、そういったことを

お聞きしたいと思います。 

 また、女性の隊員がいるということで、

施設の整備や勤務体制といったことにど

ういった配慮がされているのか、お聞きし

たいと思います。 

 １３番目は、決算概要１３４ページ、予

防活動推進事業についてですが、事務報告

書の４１１ページと４１２ページにあり

ましたが、３，５７７件の防火対象物に対

して、１６０件の査察が行われたという数

字になっておりました。前年は３，５３２

件の対象物に対して、１７５件という結果

でありまして、去年は少し減っているのか

と思いました。この査察の実施現状につい

てお聞きしたいと思います。 

 １３番目です。決算概要１３４ページに

あります消防水利事業について、消火栓等

整備事業の前年度は３８万２，７５３円に

対して、令和２年度が２７５万２，３５６

円と随分予算が上がっておりました。実績
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が上がっておりました。その内訳をお聞き

したいと思います。 

 また、事務報告書では、昨年より保有数

が二つほど減っておりましたけれども、水

利の充足状態についてお聞きをしたいと

思います。 

 １５番目、決算概要１３４ページにあり

ます消防本部車両・資機材整備事業につい

て、これは消防ポンプ自動車や救命ボート

の更新といったことだったと思いますが、

その内容と次の更新計画があればお聞き

したいと思います。 

 １６番目です。決算概要１３６ページに

あります。一般事務事業の大阪航空消防運

営費負担金についてです。大阪市が保有す

る消防ヘリを府内都市と共同で運行し、効

果的に消防活動を確保するための負担金

だと聞いておりますが、令和２年度のどう

いった実績があったのか。また、本市では、

どのようなときに、こういった活動がされ

ているのか、お聞きしたいと思います。 

 １７番目です。決算概要１３６ページに

あります消防団活動管理事業について、消

防団員の保安帽の更新にされました。その

理由についてお聞きしたいと思います。 

 質問は以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、１番目

と２番目のご質問について答弁させてい

ただきます。 

 まず、１番目のご質問で、採用試験でオ

ンライン面接についての考え、実績等につ

いてのお問いだったと思います。本市にお

きましても、コロナ対策の一環として、採

用試験におきまして、令和２年度から在宅

で受験が可能な適性検査の導入、オンライ

ン面接というのを実施いたしております。 

 オンライン面接は、本市の採用試験４次

試験までございますが、２次試験の集団面

接、あるいは一部の技術職での個別面接に

ついて実施いたしておりまして、この面接

の手法というのは、新規に導入したもので

すが、時間や場所の拘束が少ないこと、結

果として辞退者数もあまり出ていないと

いうことから、応募者にとっては受験しや

すい環境なのではないかと考えておりま

す。 

 従来どおりの対面での面接というのも

試験の中では行っておりまして、受験者一

人一人の人物をしっかりと見極めていく

上では、対面の面接も欠かせないものであ

ると考えております。３次試験でのＰＲ面

接、最終試験でのプレゼン面接は今後も対

面で行いたいと考えてございます。 

 それから、２番目のご質問でございます

が、ＣＳ向上の研修についてのお問いでご

ざいました。ご質問の中にもございました

とおり、マッセＯＳＡＫＡ主催の研修でご

ざいまして、内容といたしましては、市民

等への応対の能力、苦情対応等に適切に対

応できる。接遇の心得、それからロールプ

レイングも含めた内容で、計２日間にわた

って開催している研修でございます。 

 実績といたしましては、窓口対応が多い

部門の職員が受講しておりまして、教育委

員会ですとか、福祉部門、これらの部署の

職員が受講いたしました。受講した折には、

所属課に戻ってその内容を報告し、共有を

図っているということで聞いてございま

す。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、３番目

の広報紙広告掲載料とホームページ掲載

料の考え方についてお答えいたします。 
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 こちらにつきましては、毎月号に４枠を

確保しておりまして、安定的な広告掲載と

事務作業の負担軽減を図るために、募集業

務については広告代理店に委託しており

ます。広告を希望される事業者につきまし

ては、広告代理店を通じ、申し込むことに

なっております。 

 一方、市のホームページの広告につきま

しては、市のホームページに常時募集記事

を掲載いたしておりまして、直接、広報課

におきまして事業者からのバナー広告の

申し込みの受付を行っているところでご

ざいます。 

 ホームページのトップ画面のバランス

から現状といたしましては、これ以上に広

告をふやすことというのは考えておりま

せんので、そのため積極的な営業活動とい

うのは行っておらず、あくまでもご協力い

ただくという観点で実施いたしておりま

す。 

 次に、市のホームページのアクセス数の

増加の要因でございますが、委員のご質問

でありましたように、ホームページのアク

セス件数につきましては、前年度と令和元

年度と比較しまして、約２４万件増加して

おりまして、大きな要因としましては、市

民の関心が高かった新型コロナウイルス

対策関連情報に関するアクセス件数が月

約２６万件以上にのぼっており、これに関

連して市のトップページのアクセス件数

も増えておることから、大きく増加したも

のでございます。 

 それとＬＩＮＥの友達登録の増加でご

ざいますけれども、これにつきましては、

本年６月から新型コロナワクチンの接種

予約の受付をＬＩＮＥで行ってから、登録

者が一気に５倍近くにふえまして、約２万

６，５００人となっており、もともとシテ

ィプロモーションの戦略に掲げておりま

す数値目標では、５，０００人としており

ますので、想定以上にふえた状況でござい

ます。 

 ＬＩＮＥの配信の考え方でございます

が、ＬＩＮＥにつきましては、基本的には

多くの方が参加できるイベント情報です

とか、各課からの重要なお知らせを中心に、

担当課とも調整しながら、週に１回、木曜

日、夜８時に配信いたしております。 

 なお、ワクチン接種情報ですとか、防災

情報など緊急的な情報につきましては、適

宜配信をいたしておるところでございま

す。 

 続きまして、シティプロモーションの取

組状況でございますけれども、シティプロ

モーション戦略におきまして、その目的は

二つございまして、一つが市民の摂津市へ

の愛着や誇りを醸成する。二つ目が摂津市

の認知度やイメージを向上して、協働人口

を増加させるという目的がございます。こ

れに対しまして、本市の強みである健康・

医療、産業、水辺、公園、利便性、四つの

魅力を柱として、訴求させていくというこ

とを考えておりまして、昨年度はシティプ

ロモーションサイトで、市の魅力をＰＲす

るということと、ＳＮＳを活用した情報発

信なども行ってまいりました。 

 それと併せて、特に力を入れて取り組ん

だのが職員の意識改革というところで、昨

年、一昨年度、内閣府の地域創生人材育成

制度により派遣で来ていただきました亀

谷参事をコーディネーターといたしまし

て、インナーブランディングを実施し、ま

た、でっかな野望プロジェクトと題した企

画提案を職員向けに実施いたしたところ

でございます。 

 以上でございます。 
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○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、６番目から９番目のご質問に答弁させ

ていただきます。 

 まず、６番目の市民意識調査の総括につ

いてご説明いたします。現在ある第３期摂

津市男女共同参画が令和３年度に目標年

度を迎えるために、第４期計画策定の基礎

資料とするとともに、今後の施策を検討す

る上での参考とすることを目的として、令

和２年度に男女共同参画に関する市民意

識調査を実施しました。 

 配布方法は郵送で行い、回収は郵送方法

及びウェブ方式とさせていただきました。

有効回収率は２３．２％、回収率の低さか

ら今年度、安威川以北と安威川以南におい

て、第３期の男女共同参画計画の振り返り

と第４期計画策定に向けてのご意見を聞

く機会を２回設けさせていただきました。 

 何点か、その意識調査の結果のほうをご

説明させていただきますと、男女の地位に

関する意識については、前回が、「男性が

優遇」、「どちらかといえば男性が優遇」と

いうのが６２．４％、今回が７０．９％と

数字は悪くなっているように感じられる

かもしれませんが、この数値は啓発をして

いたことで、男性と女性のジェンダーの問

題意識が芽生えたことによる数字の現れ

かと感じているところでもあります。 

 今後、摂津市が男女共同参画を推進する

ために、今回の調査結果を啓発事業の内容

や方法、効果的な手法の検討に役立つよう

利用してまいりたいと考えております。 

 続きまして、デートＤＶの件につきまし

て、答弁させていただきます。昨年度にお

きましては、中学校に向けたデートＤＶ、

出前講座を中学校５校のうち４校で実施

することができました。相談件数は年々増

加し、複雑化していて被害者でも加害者に

もならない、暴力そのものの根絶のために

は、予防にも重点を置いた取り組みが必要

であると考えております。 

 若年層の交際相手からの暴力を予防す

ることは、配偶者からの暴力を予防するこ

とにもつながると考えており、家庭の中で

ＤＶを目撃して育つ子どもたちが心身に

深刻なダメージを受けることからも、世代

の影響は計り知れません。このことからも

デートＤＶの早期予防が大切であると考

えております。 

 内容としましては、思春期で多感な時期

に陥りやすい相手を束縛するという社会

的暴力、身体的暴力などのＤＶの種類を説

明し、その中では性的ＤＶとして、性教育

についても取り入れております。 

 続きまして、女性問題相談事業の総括の

答弁をさせていただきます。 

 男女共同参画センター内に設置してい

る女性のための相談室では、ＤＶを含む女

性の様々な悩みについて、電話や面談でお

聞きする総合相談とフェミニストカウン

セラーによる面接相談、そして女性弁護士

が女性の立場から法律上の問題にお答え

する法律相談の３種類を実施しています。 

 続きまして、人権啓発推進事業の印刷製

本費について答弁させていただきます。毎

年、１２月の人権週間に合わせて、人権を

考える市民の集いの講演会を実施してい

ます。人権を考える市民の集いのＰＲのた

めの講演会チラシ、また市内に複数箇所あ

る人間基礎教育看板の台風に備えての点

検、色あせ等の分の書き換えについての印

刷製本費、及び令和２年度につきましては、

ＤＶ虐待防止の啓発連携物品としてのオ

リジナルバッジを作成させていただきま

した。 
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令和２年度につきましては、コロナ禍も

あり、相談件数としては７．６％増加して

おります。相談内容としましては、夫等の

暴力が一番多く、離婚問題、人間関係と続

いております。 

 本来は相談が必要な状況が少なくなる

ことが望ましいのですが、市民の方に安心

して相談できる場所があり、対応できる時

間がふえたことが周知できた結果ではな

いかと認識しております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、質問番号

１０番、特別定額給付金に係るご質問にお

答えいたします。 

 まず、特別定額給付金の残額の内訳でご

ざいますが、当初の予算としては８６億６，

７００万円なので、人口８万６，６７０と

いうことで計算しておりました。最終的に

は、８万６，７０８人の方に対しまして、

給付人数は８万６，４９６人となっていま

す。 

 その差２１２人の内訳でございますが、

寄附金を辞退された方もいまして、９人と

なっております。残り２０３人の方が未申

請となっております。 

 また、申請の相談対応でございますが、

窓口業務の委託を実施しておりまして、最

大２５人の委託事業者の職員がコールセ

ンター業務等、随時相談対応に当たってお

りましたが、やはり全市民対象でございま

すので、４万１，７３０世帯に対して通知

を送らせていただいており、数が数でござ

いますので、やはり難しい対応がございま

した。 

 特にＤＶで逃げてこられた方の対応で

あったりとか、こうしたことは人権女性政

策課と大阪府で連携いたしまして対応に

当たっております。その他に福祉関係の高

齢介護課であったりとか、障害福祉課であ

ったりとか、関連するところに直接声かけ

していただくという対応もさせていただ

いております。 

 最終的には、それでも未申請の方がいら

っしゃったということでございますが、そ

の内訳として大体単身世帯で２０代から

５０代ぐらいの方が多かった状況でござ

います。 

 中には、宛所尋ねなしということで、返

ってきている分もありまして、調査した結

果、３５件については居住実態がないとい

うことも分かっております。結果としまし

て、９９．７６％の申請率になっておりま

すので、これにつきましては、ほぼ全国平

均と同じレベルでございますので、何とか

漏れなく申請に対して答えることができ

たものと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、１１番目の質問でございます。摂

津市長選挙と市議会議員補欠選挙の総括

について、お答えさせていただきます。 

 令和２年１０月１１日任期満了に伴い

ます摂津市長選挙及び摂津市議会議員補

欠選挙は１名欠員を伴いまして、同日選挙

としまして、令和２年９月１３日告示、９

月２０日投開票の日程で執行させていた

だきました。 

 市長選挙では、５選を目指す現職と新人

一人の二人、市議会議員補欠選挙では、新

人４人が立候補する選挙戦となりました。

選挙管理の面としましては、昨年の９月は、

新型コロナウイルスの第２波がやや落ち

着いた状況ではございましたが、投票所に
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おける飛沫防止用のビニールシート、消毒

液の設置、使い捨て鉛筆の使用、従事者の

ビニール手袋の着用など、必要な感染対策

を行いながら、選挙事務を進めてまいりま

した。 

 加えまして、投票日当日、投票所が混ま

ないよう分散投票を促すために、フォルテ

３０１で期日前投票所を新たに増設させ

ていただきまして、分散投票を狙いという

ところでございましたが、期日前投票者数

は５，０１７人と前回の市長選に比べ１，

０６０人増加する結果となりました。 

 また、選挙啓発の面では、通常は対面に

よりティッシュを配ったり、選挙があるこ

とをお知らせするような啓発ができてお

りましたが、コロナ禍では選挙啓発にも

様々な制約がございましたので、新たにＬ

ＩＮＥを利用して選挙のお知らせや、ＪＲ

千里丘駅構内での場内アナウンスなどを

実施させていただいて、選挙啓発を実施し

たところでございます。 

 結果的に新型コロナウイルス感染症へ

の懸念から全国的には投票率が低下傾向

にありましたが、市長選挙では、投票率は

３３．４２％と前回平成２８年度に比べて

０．５４ポイント上回る結果となりました。 

 これらを踏まえまして、総括としまして

は、コロナ禍でも投票率は何とか増加傾向

にあり、分散投票を促して、期日前投票の

利用者がふえ、無事に選挙ができたという

ことは一つ安心材料であったと認識して

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、女性消防

職員の現況についてお答えいたします。 

 令和３年４月１日現在、全国の女性消防

職員数は５，０７２名、そのうち大阪府下

では３２０名、北摂地区では５２名の女性

消防職員が在籍しております。本市におき

ましては、これまで平成１８年度から１０

名の女性職員を採用してきましたが、現在

は６名の在籍となっております。 

 女性職員の勤務体制につきましては、消

防総務課１名、予防課で１名、消防署は２

名で２４時間勤務をし、消火救急活動等災

害現場の最前線で活躍しております。他の

１名につきましては、吹田市・摂津市消防

指令センターで１１９番受付等の指令業

務を行っております。性別に関係なく、そ

れぞれ消防職員として任務をしっかりと

遂行しております。 

 また現在、１名が大阪府立消防学校入校

中で、初任科の入校中でございまして、勉

学訓練に励んでいるところでございます。 

 平成２７年に総務省消防庁から発出さ

れました通知では、消防吏員に占める女性

消防吏員の比率を５％に引き上げること

を数値目標として掲げられており、本市に

おきましては、現在約６％となっておりま

す。 

 施設につきましては、３出張所を除きま

して、本部庁舎におきましては、女性専用

の施設といたしまして、浴室、トイレ、仮

眠室に加え、長年課題でありました洗面所、

それと洗濯機の設置等、施設整備の充実を

図ってまいりました。 

 一定必要な施設を設け、女性職員が勤務

しやすい環境が整ったところでございま

す。出張所におきましては、まだまだ整備

できていないのが現状でございまして、今

後の課題と考えております。 

 女性職員への配慮についてでございま

すが、消防業務は指令センター及び消防署

２４時間勤務、総務予防業務の日勤勤務と

ございますが、男性、女性と区別すること



- 9 - 

 

なく、適材適所を判断しながら人事配置を

考えると同時に、一方で妊娠、出産、育児

等を支える環境づくりや様々な配慮が必

要でありますことから、妊娠、出産、育児

等に係る休暇等も活用しながら、職員が積

極的かつ効果的に活躍できる職場を目指

してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小田原課長。 

○小田原予防課長 それでは、査察の実施

現状について、ご答弁申し上げます。令和

２年度の防火対象物の査察実績は１６０

件で、火災が発生した場合に人命に及ぼす

危険性が高いとされる不特定多数のもの

が利用する建物を重点的に実施している

ところでございます。 

 具体的な査察の内容といたしましては、

消防用設備等の点検の実施確認、防火管理

者の選任状況、避難通路上に物が置かれて

いることによる避難障害やスプリンクラ

ーの稼働範囲内の散水障害、避難誘導灯の

目視による確認、消火器の適切な配置の確

認等でございます。 

 また、立入検査時に指摘事項があった場

合、関係者へ指示書を送付し、改善を行う

よう継続的に指導しているところでござ

います。 

○三好義治委員長 木下課長。 

○木下警備課長 それでは、質問番号１４

番だったと思うのですが、消防水利事業、

消火栓についてお答えいたします。 

 消火栓は、火災発生時において、最も有

効な消防水利でございまして、事務報告書

４２０ページにも記載しておりますが、現

在市内に１，８１１か所ございます。また、

消火栓等整備負担金を大別いたしますと、

新しく消火栓を設置するためのものと既

存の消火栓を良好な状態で保全するため

のものとの２種類になります。 

 まずは消火栓の新設でございますが、例

えば、消火栓を１基新設いたしますと、地

面を重機で掘削し、地下に配管を通して設

置するような大がかりな工事になってし

まい、単体の工事は１件当たり１００万円

をはるかに上回り、大変高額になることが

ございます。そのようなことから、毎年度

当初に地下埋設物連絡協議会にて打ち合

わせをいたしまして、本市建設部、また上

下水道部へ依頼し、市が実施する水道工事

と併せまして、消火栓の新設が必要な場所

への設置工事を並行して実施し、コストを

抑えながら計画的に整備を進めているも

のでございます。 

 次に、消火栓の保全でございますが、消

火栓はその多くが車道を含め、道路に設置

されており、大型車両の通行等によって既

存の消火栓が破損し、良好でない状態に陥

ることがございます。このような場合も、

消火栓は水道と連結しているため、上下水

道部と緊密な連携を取りながら依頼をい

たしまして、上下水道部から工事業者を選

定いただきまして、修理を実施いたしてお

ります。 

 そのような結果、令和元年度中において

は、市全体の工事から消火栓の新設の機会

はなく、補修箇所も少なく済んだ実績とな

りましたが、令和２年度におきましては、

新設消火栓は２基該当がありまして、補修

にあっては１６件にも至ったことから前

年度より決算額が増加したものでござい

ます。 

 そして、消防水利の充実というお話がご

ざいましたが、消防水利でございますが、

消防水利の設置基準によりますと、本市で

は消防水利と言われております消火栓そ

の他、防火水槽等におきまして、市域全域
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をほぼカバーすることができております。

消火栓、防火水槽、それに併せまして、そ

の他の消防水利であります学校等のプー

ル、池、水槽及び河川等を重ね合わせます

と、さらに市域全域を網羅されている状況

でございます。 

 消防本部といたしましては、今後も大災

害に対応可能な消防水利を充足するため

に、公有施設の設置、またはインフラ整備

に伴う設置等の機会におきまして、ますま

す消防水利の充実を図っていきたいと考

えておるものでございます。 

 続きまして、消防車両の更新ということ

で、ご質問をいただきました。令和２年度

におきましては、味生出張所に配備をいた

しておりました消防ポンプ車を消防車両

更新計画に基づきまして、１台更新を実施

いたしました。これは平成１５年度に整備

された車両でございまして、購入から１７

年が経過し、長年緊急出動を繰り返すたび

にエンジンの関係や全車重を支える足回

り等劣化が進んでいたため更新を実施し

たものでございます。 

 それと、併せまして、これも更新計画に

記載しているものでございますが、救命ボ

ートも更新いたしました。この救命ボート

でございますが、現在、本署、各出張所に

４艇の救命ボートを保有しているもので

ございます。令和２年度におきましては、

味生出張所配備の救命ボートの船体と鳥

飼出張所の船外機を更新したものでござ

います。 

 なお、今後の予定というお話でございま

したが、令和３年度には更新車両はなかっ

たのでございますが、令和４年度におきま

しては、救急車１台の更新、そして千里丘

出張所配備の消防ポンプ車１台の更新を

目指しているところでございます。 

 続きまして、一般事務事業、消防ヘリコ

プターにつきまして、ご説明いたします。

こちらにつきましてですが、大阪航空消防

運営費負担金というところでございまし

て、これは大阪市が八尾空港にて所有する

２基の消防ヘリコプターを、本市も含め大

阪府下全市が円滑かつ適正に航空消防業

務を運営することを可能とするため予算

を計上して執行しているものでございま

す。 

 消防ヘリコプターの活動というお問い

でございましたが、令和２年度におきまし

ては、幸いにして本市は該当がございませ

んでしたが、火災に伴う消火活動、情報収

集等の活動をはじめまして、地震、風水害

での人命救助、物資・人員搬送等また救急

においては傷病者、医師、臓器の搬送、ま

た災害以外でもパトロール、広報、映像提

供等 ・々航空隊ならではの活動を実施して

いるものでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 それでは、消防団員

の保安帽についての質問にお答えいたし

ます。 

 以前、消防団員の皆さんに貸与しており

ました保安帽は、全て配備から１０年以上

経過いたしておりました。消防団員全員に

貸与できておらずに、経年劣化もかなり進

んでおりました。消防団員の身を守る装備

としての安全性も低下している状態でご

ざいました。 

 平成２６年２月７日に消防団の装備の

基準の改正により、保安帽は消防活動上、

個人装備として重要な資器材として位置

づけられており、安全性、衛生面等を考慮

した結果、個人貸与とするのが適切であり、

令和２年度におきましては、３７０個更新
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し、全団員へ貸与いたしました。 

 管理につきましても、地震等の災害発生

時には自宅から屯所までの安全確保が重

要で、自分の身を守る重要な個人装備であ

ることを十分理解していただき、個人での

保管、管理をお願いしております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございまし

た。それでは、２回目に移らせていただき

ます。 

 まず一つ目の人事課に関わりますオン

ラインでの採用についてお答えをいただ

きました。面接というのは受験者のちょっ

とした行動やしぐさ、話し方などトータル

して、その個人の熱量というのを受け取る

のかなと思っております。面接官もこれま

での経験からオンラインでは採用の判定

が判断しにくいといった点もあったかと

思いますが、採用のこれからの在り方とし

ましては、面接する側もそういったことを

訓練しながら時間や費用の削減を含めた

有効な方法になっていくかもしれません。 

 そういった意味でも人事課としては、こ

れからもオンラインの採用については重

視していただきたいと思っております。 

 いずれにしましても、人材確保に工夫を

しながら、たくさんの人材確保に努めてい

ただきまして、人事課としては採用してか

らの育成のほうが大事なのかと思ってお

ります。働き方改革や適正な人事配置をこ

れからもどうぞよろしくお願いしたいと

思っております。これは要望とします。 

 二つ目ですが、職種別能力開発について、

「ありがとう」と言ってもらえる住民サー

ビス向上研修について、苦情対応や窓口で

の応対といったことを注視したセミナー

だとお聞きいたしました。 

 もう一つお聞きしたいのは、職員の方に

は人事異動チャレンジ制度の申請や自己

申告制度という申告の制度があるようで

すが、人事管理としてはどのように活用さ

れているのかお聞きしたいと思います。 

 三つ目の広報課でございますけれども、

広報誌の掲載に関する、またホームページ

の広告に関する掲載料の考え方をお聞き

いたしました。枠が少ないということもあ

りますので、どうしても同じ企業ばかりが

載っているような印象もあります。どうか、

偏った感じの印象にならないように、これ

からも検討しておくことは大事なことか

と思います。公共のものを配っているとい

うところから、市民から見てどう思われる

のかというのは頭に入れておられるほう

がいいのかなと思います。 

 そして、歳入のもう一つＬＩＮＥのスタ

ンプの売却収入がありまして、２万２，４

８７円です。このスタンプを実施した効果、

今後の展開についてお聞きしたいと思い

ます。 

 ４番目の広報事務事業について、アクセ

ス数に関してお答えいただきました。コロ

ナ関係の情報など、本当に毎日検索されて

いる方が多かったと思いますし、ＬＩＮＥ

を通じてその辺の発信もしやすかったと

思います。毎週木曜日を中心に発信されて

いるということでありました。 

 このＬＩＮＥというのは多くの方に定

着してきたツールになってまいりました。

市の発信が分かりやすく届く、タイムリー

な情報が受け取れるものとして取り組ん

で、ますますお友達の数が広がることを期

待しております。 

 他市のお友達もどんどんふえることが

いいかなと思っておるんですが、その一方

でホームページを開いて検索をしますと、
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少し分かりにくいという声を聞きます。他

市の事例なども参考にして、見やすい、ま

た検索しやすい工夫というのを今後も検

討していただくように、これは要望として

終わらせていただきます。 

 ５番目のシティプロモーション推進事

業についてであります。愛着度、認知度、

そして魅力発信といったことを中心にや

ってこられたということでありました。こ

の事業の中の一つに、庁内報「しっとこ！

たかのこと」という、これが発行されたと

いうことがありました。これは全部平仮名

だったのと、途中で感嘆符が入っているこ

とで、どういうものなのかと思ったので、

ちょっとこの内容面についてお聞きした

いと思います。 

 次に、６番目、人権女性政策課です。男

女共同参画計画についての第４期の策定

に関わるお答えをいただきました。回答率

が悪かったということで、その後、いろい

ろと説明会やそういったことを開催され

たということでありました。意識調査の改

修率が悪かったということも、やり方もも

う一つ何か必要だったのかもしれません

ね。 

 質問の項目や回答方法については、少し

分かりやすくするのが一番いいと思いま

す。文章を読んでおられる間に答えをする

のが嫌になってしまうということも多々

あります。私も時々、受け取って、途中で

しんどくなって、面倒くさくなってくると

いうのがありますので、ちょっとそういっ

た工夫、分かりやすくというのは今後の検

討かと思います。 

 また、ウエブで回答する場合も質問が多

いとどうしてもページをめくるというか、

途中で手を離したくても離せないという

ことについては、考慮をする必要があるか

もしれませんが、今回のことは次の参考に

していただくよう、これは要望とさせてい

ただきます。 

 ７番目、男女共同参画センターの管理事

業について、中学校のＤＶの予防出前講座

をやっていただいたということでありま

した。 

 ２０２０年３月８日、これは国際女性デ

ーということで、令和２年のテーマは「平

等のための１人」というのがテーマとして

上げられていたんですね。個人が力を合わ

せて男女平等を実現していこうというふ

うに訴えられたテーマでありました。そん

な中で、女性の地位について、ちょっと書

かれているところがあったんですね。日本

政府が２０１０年に、２０２０年までにあ

らゆる分野の指導的地位に占める女性の

割合を３０％程度にするという目標を掲

げておりました。しかしながら、２０１８

年のデータバンクでの発表によると、日本

における女性社長の比率は７．８％、上企

業の３，４９０社の中の女性の役員の比率

は４．２％、２０１９年に出された日本の

衆議院の女性議員の割合は１０．２％、先

日、衆議院選挙があって、どのように変わ

ったか分かりませんが、まだまだ低い実態

でありました。各国のジェンダーギャップ

指数というのがありまして、政治分野では

日本は１４４位と１５３か国の中でもワ

ースト１０に入ります。総合で見たときで

も１２１位という結果であったというこ

とで、日本では男女格差が色濃く残ってい

ることがまだまだ分かったと思います。 

 もう一つは、子どものＤＶの話もしてい

ただいたのですが、日本の性教育の制度と

いうのはおくれているという提言がある

んですね。社会において、決定権を持つ立

場に女性が少ないということは、女性の権
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利や健康を守る性に関する制度や性教育

においても深刻な影響を及ぼしているだ

ろうというお話がありました。この後、中

身は省くのですが、そんな中で、ユネスコ

の研究に学校や家庭で行われる性教育は

性行為やリスクを高める行為、またＨＩＶ

の感染率を高めない。避妊だけでなく、感

染症に触れる教育ということが効果的だ

という、こういった内容がありまして、ユ

ネスコが推奨する包括的な性教育は子ど

もたちに自身の健康や尊厳を気づかせ、敬

意のある社会的、性的な関係の気づき方を

教えることを目標としている。５歳からス

タートするとあるんですね。 

 国連の調査によりますと、イタリア、ド

イツ、スイス、１０代で子どもを産んだ新

生児の割合、これが１，０００人のうち４

人でありました。４人以下。スウェーデン、

フランス、オランダ、デンマーク、ベルギ

ーも１，０００人中５人から６人程度で、

これを性教育が進んでいるということが

挙げられているんですね。 

 一方で、アメリカを挙げますと、１，０

００人中３０人と、高いという数字があり

まして、１０代で子どもを産んでいる数が。

その原因は性教育が抑圧的であると。避妊

だけを教えているといったことでありま

した。 

 ちなみに、厚生労働省の統計で日本はど

うかといいますと、１，０００人中１０．

５人、やっぱり高いのです。先ほども子ど

もさんへの性教育、いろいろやっていただ

いているということはありましたが、若い

年齢で子どもを育てるということは周囲

がしっかり見守ってあげなければいけな

いということもありますし、中には特に、

望まない妊娠ということがあった場合は、

育児放棄や虐待というリスクが高まって

いくと思います。 

 １０代の大切な時期に将来の生き方に

も影響があることでもありますので、きち

んと知ってもらいたいと、そういう機会に

していただきたいと思いますし、講座の継

続と内容の充実にこれからも取り組んで

いただくことを要望したいと思います。 

 ８番目の質問で、女性問題相談事業につ

いてでありますが、７．６％ほどアップし

ていたという数字がございました。ＤＶな

どの相談を受ける中で、今回この年には特

別定額給付金の申請についての相談も先

ほどの政策推進課のほうでもありました

が、そういった相談を受けられたと思いま

すが、どのようにお答えをされたのか。お

聞きしたいと思います。 

 ９番目、人権啓発推進事業について、印

刷製本の内訳をお聞きいたしました。決算

書の５８ページの歳入の中には、ダブルリ

ボンバッジ１，５００円、５個ということ

になるかと思います。今後、どのような展

開をされるのか、お答えいただきたいと思

います。 

 １０番目、政策推進課について、大変詳

しく特別定額給付金の申請に関するお答

えをいただきまして、全国平均並みの申請

率であったということで、中には辞退され

た方、辞退すると言っている方は私も一人

聞きました。そういった内訳はいろいろ分

かりました。ありがとうございます。 

 もう一つは、申請の締切後に問い合わせ

があったのかどうか。またあった場合に、

どういったお答えをされたのか、お聞きし

ておきたいと思います。 

 １１番目の選挙管理委員会に係る市長

選、市議会の補欠選についてお聞きいたし

ました。 

 本当にコロナ禍の中での選挙というこ
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ともあり、そのことが経験となって今年の

選挙にも随分と役に立ったこともあった

のかと思います。期日前投票も１，０００

人程度ふえたということでありました。た

だ、全体的には３３％台というのは非常に

低いというのが実感であります。 

 そんな中で、私が今気になることなんで

すが、選挙の公示日の立候補の受付につい

て、どのように行われているのかについて

お聞きしたいと思います。 

 次、消防本部関係です。１２番目、女性

の割合をお聞きいたしました。全国で５％

の目標に対して６％という、これはすばら

しい目標達成状況で、おめでとうございま

すと言いたいところであります。すばらし

い隊員になっていただくことを期待した

いところであります。 

 いろいろと設備についても配慮してい

ただいているとお聞きいたしました。そん

な中で、出産育児休暇についてですが、こ

れは男女ともに取得する時代に変わって

まいりました。どのように取り組まれてい

るのか、お聞きしたいと思います。 

 １３番目、予防活動推進事業について、

いろいろと検査の内容、査察の内容をお聞

きいたしました。今年４月に新宿区のマン

ション地下１階駐車場におきまして、内装

業者が天井ボードの張り替え作業をして

いたところ、何らかの原因で二酸化炭素消

火設備が作動して、作業員が４名亡くなら

れて、１名は重体といった事故がありまし

た。 

 遡って見ますと、令和２年１２月には名

古屋市のホテルの立体駐車場において、メ

ンテナンスの作業中、二酸化炭素消火設備

から二酸化炭素が放出して１名の方が亡

くなられ、１０名の方が重軽傷、その１か

月後には東京都の港区のビル地下１階の

駐車場で、ボンベ室で二酸化炭素消火設備

の点検作業中、二酸化炭素が放出して２名

が亡くなられました。こういった事故が起

こっておりまして、その都度、消防庁から

は都道府県、市町村に対して、注意喚起の

通達が出されております。 

 査察の回数は市として十分に行われて

いるのか、体制の整備はできているのか、

その点についてお聞きしたいと思います。 

 １４番目、消防水利事業について、いろ

いろと詳しくお聞きいたしました。新規設

置すると１００万円以上かかるといった

ことでもあったし、１，８１１か所、保全

に努めておられるというお話でありまし

た。 

 つい先日、和歌山市で起きました水管橋

の崩落事故、これによりまして断水が６日

間続いて市民の方も本当に大変な思いを

されて、摂津市からも上下水道部が応援に

駆けつけられたといったことがございま

した。 

 消防水利も消火栓に頼ることにリスク

がないかという点について、これからいろ

いろと検討されることは大事かなと思い

ます。 

 万一ですね、大地震が起きたときには断

水してしまって、そうすると火事が起こっ

た場合に使えないというようなことにな

ります。耐震性の貯水槽の整備について、

こういった今後の計画をぜひ必要かどう

かも含めて検討していただくこと、これは

要望とさせていただきたいと思いますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。 

 １５番目、消防本部車両・資機材整備事

業について、ポンプ自動車そして救命ボー

トの更新についてご答弁いただきました。

次は令和４年度という契約になるだろう

ということであります。 
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 自動車に関しては、走った距離と年数と

掛け合わせて、それでも１７年間使われた

ということで、本当に大切に使われたんだ

なと感じました。大切な消防に関わる機材

でありますので、これからも大切に使いな

がら、更新は適切に行っていただくよう要

望させていただきます。 

 １６番目、消防ヘリコプターについて、

八尾空港で待機しているヘリコプターで、

私も当時の総務常任委員会で乗せていた

だいた記憶がありまして、いい経験になり

ました。 

 令和２年度は、特に摂津市では利用がな

かったというお話でありました。 

 本市はですね、山や谷があるようなそう

いう地形ではありません。上空から撮影す

るぐらいのものであればドローンが有効

ではないかと、そのように思います。先日、

私も防災士の関係で経験をさせていただ

きました。そのドローンは日本製ではあり

ませんけれども、本当に機能もよくて、す

ごく遠いところまで飛んでも画像はとて

もきれいに見えるという、私もそれには驚

きました。操作も簡単ですし、もちろん規

制とかがないところでやっていますので、

その辺の条件は置いといていただいて、こ

のドローンについてどのようなお考えが

あるのか、お聞きしたいと思います。 

 １７番目、消防団の活動・管理事業。保

安帽を更新されて、今までは一人一個なか

ったんですね、それが一人一個もらえたと

いうことでよかったと思います。管理も個

人できっちりやっていただくということ

でありました。 

 団員の安全対策として、保安帽を全員に

貸与されたことはよかったと思います。制

服というのはやっぱり身を守ることと、自

分自身の気を引き締めるということ、こう

いった意味があると思っております。団員

の皆さんが強い使命感を持って、これから

も訓練に励んでいただきますようお願い

をして、これも要望として終わらせていた

だきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、２番目のご質

問の２回目のご質問に答弁させていただ

きます。 

 ご質問の中にもございましたとおり、本

市では自己申告制度、それから人事異動チ

ャレンジ制度というのがございます。 

 自己申告制度につきましては、職員一人

一人が個人的な職場の環境であったり、ご

自身が担当されている業務の量であった

り、その内容、感じ方、また個人の健康上

のことも含めて、人事課のほうに申告いた

だくような内容となってございます。 

 もう一つ、人事異動チャレンジ制度とい

うのがございまして、こちらも異動に特化

した形の制度になっているわけでござい

ますけれども、組織の活性化、それから業

務改善・効率化、こういうことを達成する

ことを目的といたしまして、それぞれの職

員が持つ能力それから経験、これらを新た

な組織で生かす、そういうことができると

いうことで制度に登録をしていただく、こ

れも申し出というか、申告をいただくよう

な形になるんですけれども、そういった制

度がございます。 

 こちらは、登録をいただいてから３年経

過するまでは登録が有効ということにな

ってございまして、異動元・異動先の様々

な事情等もありますので、これらの時間的

な少し有効期間といいますか、そういった

ことも考慮しながら制度設計を行ってお
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ります。令和２年度につきましては、登録

有効者の異動実績としまして、６６％の方

が異動になったというような実績でござ

いました。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、ＬＩＮ

Ｅスタンプの件でございますけれども、令

和２年度で５４８件売れまして、２万２，

４８７円の収入となっております。これだ

けをもって、なかなか効果があったかどう

かという評価は難しいところではありま

すけれども、この公式ＬＩＮＥスタンプに

つきましては、職員提案によるものでござ

いまして、市のマスコットキャラクターの

セッピィをモチーフに、デザインも市の職

員の手作りによるものでございますし、ま

たＬＩＮＥ社への登録申請手続も全て広

報課の職員で実施いたしておるもので、そ

ういったことから、予算をかけずに作り上

げたというところでは、費用対効果はあっ

たものと考えておりますし、またＬＩＮＥ

スタンプを購入された方がこのセッピィ

を描かれたスタンプを使用することで、セ

ッピィを広く知らしめるインフルエンサ

ー的な役割を担っていると考えておりま

すので、効果的なシティプロモーションの

手法の一つであると考えております。 

 今後の展開でございますけれども、これ

からまた来年度事業に向けた予算査定等

も始まりますけれども、今年、せっかく大

阪成蹊大学との包括協定も締結いたした

ところでございますので、例えば芸術学部

の学生とのコラボ企画など、今後新たなＬ

ＩＮＥスタンプの作成にも取り組んでい

けるようなことができればなと現在は考

えております。 

 庁内報のしっとこ！たかのことの内容

でございますけれども、シティプロモーシ

ョンは新たな魅力をつくり上げることは

もちろんのことでありますけれども、各課

が既に取り組んでいる事業に一工夫する

ことで、また複数の課の事業をうまく組み

合わせて相乗効果を狙うことで、ターゲッ

ト層も広がっていきますし、これによって

シティプロモーション戦略の目的にもつ

ながっていくということを職員に意識づ

けをしていくということが重要と考えて

おるところでございます。 

 この庁内報については、半年ごとになり

ますけれども、参考となる各課の取組事例

をピックアップして配布して、共有してい

るところでございます。 

 ちなみにですね、昨年度取り上げた各課

の内容でございますけれども、協働人口の

増加という視点で、都市計画課の景観パネ

ル展と、保健福祉課のウオークラリーのコ

ラボ事業を紹介させていただきまして、ま

た市民の愛着形成という視点で、水みどり

課の多肉植物用のブック型プランターの

贈呈ですとか、あとバースデーケーキを催

したフォトスポットの設置、こういった新

しい試みであった誕生記念樹植樹祭を、職

員インタビューを通じて紹介させていた

だきました。 

 取り上げた職員からは、また今年も取り

上げていただけるように、頑張っていきた

いというようなうれしい言葉も聞かれま

したので、職員のモチベーション向上にも

寄与しているものと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、２回目のご質問に答弁させていただき

ます。 

 まず１点目、特別定額給付金の対応につ
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いて答弁させていただきます。摂津市には、

ＤＶだけではなく、親族からの虐待におい

て避難しており、摂津市に居住実態があり

ますが、住基がない方という方も少なから

ずおられます。 

 その方たちについては、特別定額給付金

の申請が届かない、もしくは加害者のほう

に振り込みがされてしまうという事態が

ありました。庁内の窓口について、人権女

性政策課で一元化し、相談を受けさせてい

ただきました。 

 まず相談を受けて相談者の居住実態を

確認し、相談者から特別定額給付金の避難

理由申請書を受理し、人権女性政策課で特

別定額給付金用の配偶者暴力被害者申出

受理確認書を発行させていただき、給付に

つなげたものであります。この証明を受け

ることで、本人に振り込みが完了すること

になりました。 

 この証明を発行するだけではなく、相談

を受ける中で、公的支援を案内する等の相

談につなげられたものだと感じておりま

す。 

 次に２点目、パープル・オレンジリボン

運動啓発バッジの売却についてご答弁さ

せていただきます。 

 パープル・オレンジダブルリボンバッジ

は、女性に対するあらゆる暴力の根絶のシ

ンボルであるパープルリボンと、児童虐待

のシンボルであるオレンジリボンを組み

合わせた摂津市オリジナルの啓発バッジ

です。 

 本市は、これまでもＤＶと児童虐待の防

止を一体的に進めていくことが重要であ

るとの考えの下、パープル＆オレンジリボ

ンキャンペーンとしてパネル展や講演会

などを実施してきました。今回はさらに取

り組みを進めるために、市の男女共同参画

推進団体であり、１２年間ＤＶ支援の連続

講座を実施している団体、「ハートｔｏハ

ンドメイドの会」にデザインの考案の協力

をいただき、何度かの校正を重ね年度末に

完成したことから、販売個数としては５個

のみの販売となりました。 

 その後、ホームページやチラシ、講座開

催時の案内でＰＲをし、現在は２３０個の

販売となっております。今後も、ホームペ

ージをはじめとし、啓発を含め、ＰＲをし

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、特別定額

給付金に関するご質問にお答えいたしま

す。 

 先ほどの答弁でも申し上げましたが、申

請率９９．７６％ということで、ここまで

に至るまでに、関係機関との連携であった

りとか、勧奨はがきも２回送付させていた

だいております。 

 結果として、申請後のご相談ということ

では、ほとんどなかったと聞いております。

ただ電話等ございましたけども、その内容

としましては、振り込みがちゃんとできて

るかどうかとか、そういったことが中心で

あり、それほど難しい対応はなかったもの

と思っております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 菰原局次長。 

○菰原選挙管理委員会・監査委員・公平・

固定資産評価審査委員会事務局次長 そ

れでは、１１番目の質問に対する再度の質

問としまして、立候補の受付方法に関する

内容についてお答えさせていただきます。 

 立候補の受付方法につきましては、令和

２年７月２９日に開催いたしました立候

補予定者説明会の中で、立候補届出受付要
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領等を用いて説明させていただいたとこ

ろでございます。 

 具体的には、届出受付日となる告示日、

令和２年９月１３日の午前８時３０分前

に到着された方は、順位に前後はなしに、

全て同時刻に到着したものとしましてく

じにより順位を決定し、届出書類に問題が

なければ、その順位を届出順として受け付

け、選挙運動に必要な物品をお渡ししてお

ります。 

 その後、受付終了時刻となる午後５時ま

でに到着された方は、その到着順に届出書

類を点検の上、届出順位を決定しておりま

す。 

 選挙管理委員会といたしましては、立候

補の届出が済めば、その時点から選挙運動

が可能となることから、届出書類の事前審

査を行いまして、届出日当日はスムーズに

受け付けできるように努めているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 妊娠・出産・育児休

暇等についての取り組みでございますけ

れども、通院時の休暇、時間外勤務の制限

等を現在も取り組んでおるところでござ

いますけれども、職員が休暇を取得するこ

とで気を遣うことがないよう、職場内の環

境づくりや、様々な配慮をしてまいりたい

と考えております。 

 消防は一定の隊員数で部隊活動を行う

ため、現場活動従事者に長期の休暇や休業

を取得する職員が生じた際に、必ずその欠

員の一人を代替として補充しなければな

りません。部隊活動に支障を来す職務上の

特殊性を有していることから、人事管理に

おきましても、柔軟な対応をしてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小田原課長。 

○小田原予防課長 それでは１３番、査察

の強化についてご答弁申し上げます。 

 まず二酸化炭素消火設備の二酸化炭素

放出による事故を受けまして、消防本部と

いたしましても関係事業所へ通知文を発

出し、注意喚起を実施いたしております。

査察の実施件数につきましては、ご指摘の

とおりまだまだ課題があると認識してお

ります。 

 査察には、予防課職員が実施するものと、

現場活動を行う消防職員が実施する査察

があり、後者を警防査察と言います。本市

におきましては、全職員が予防知識の習得

による予防体制の強化を重要課題と位置

づけ、令和３年４月より防火査察の制度化

を進め、同年１０月より本格実施したとこ

ろでございます。 

 今後におきましては、消防職員の予防知

識の向上及び査察の強化を行い、予防体制

の充実を図ってまいります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 木下課長。 

○木下警備課長 まずは冒頭で１点、訂正

をお願いいたします。 

 先ほど１回目の答弁の中で、決算概要１

３６ページ、大阪航空消防運営費補助金と

述べましたが、正しくは大阪航空消防運営

費負担金でございます。訂正しおわびいた

します。 

 それでは、質問番号１６番の２回目のご

質問、ドローンについての考え方について

お答えいたします。 

 ドローンは、大規模災害や特殊災害が発

生した場合において、情報収集や捜索活動、

救出ルートの確認等を上空から迅速かつ

効果的に行えるツールとして、近年急速に
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注目を集めているものでございます。また、

特に消防隊員が接近することが困難な状

況下においては、その効果は大きく期待さ

れるものであると考えております。 

 なお一般的なドローンにおいては、委員

がご指摘のとおり、技術の進展等とともに、

操作の簡易化また費用の低廉化がなされ

ているようになってきているようでござ

います。 

 そのような動きから、全国の消防におき

ましても、比較的規模の大きい消防本部か

ら導入が進んできております。北摂地区で

は吹田市消防本部、高槻市消防本部が導入

を完了しておりますが、その運用について

は大変苦慮されているようでございます。

法的な規制が重要な課題となっており、航

空法などの規制が厳しく、円滑に運営する

ことはなかなか困難であると聞き及んで

おります。 

 また費用の面でございますが、一般的な

ドローンについては比較的安価になって

きているようですが、消防用のドローンに

つきましては、高性能な上空監視用撮影機

が搭載され、安全性も高設定となっている

ことからまだまだ高額であり、ランニング

コストも必要となっております。 

 さらに操作には機体の操作員だけでは

なく、上空監視員や機体及び環境確認者と

いった複数人員で対応する必要があるた

め、本市消防本部がドローンの導入・運用

を実現するためには、現在のところといた

しましては、人員的・予算的にも厳しいも

のがあると考慮いたしております。 

 しかしながら、委員がご提案のとおりド

ローンの活用法は大きく、今後も消防活動

に大きな変化をもたらす可能性は計り知

れないものがあると考えているのも事実

でございます。消防本部といたしましては、

今後も効果的な運用方法、継続可能な操作、

運用要員の養成、ドローン飛行についての

安全管理・導入・運用に係る費用等々、様々

な課題について、あらゆる視点から研究し

てまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 ありがとうございまし

た。 

 それでは３回目です。２番目の質問の人

事課に係る職種別能力開発事業について、

人事異動チャレンジ制度や自己申告制度

によって、異動の実績をお答えいただきま

した。 

 この能力開発事業の研修、いろいろ本当

にたくさんのものがあったんですけれど

も、先ほどの「ありがとう」と言ってもら

える住民サービス向上研修です。市民の方

の中で市役所に行きたくないっていう方

がいらっしゃるんですね。なぜかと聞きま

すと、愛想が悪い、話が難しい、怒られそ

うといった感想でありました。 

 これはやっぱりお役所というイメージ

がそういうのを連想させるのかもしれま

せんし、私も市議会議員になる前はそうい

った一人でもありました。うちの役所は無

愛想だから、無愛想で有名だから行くのは

嫌だっていう、これは他市の一市民であり

ますけども、そういったお声も聞きました。

こういうことが市民の中で浸透してるん

だなと思いました。 

 ありがとうと言ってもらうには、まず接

客をする、もてなしをするという、そうい

う心がなくては相手には伝わらないと私

は思っております。ようこそ市役所へ、来

ていただいて、または来庁いただきありが

とうございますといったぐらいの気持ち

で窓口に来られた方に接すれば、自然と応
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対する態度、話し方というのは変わってく

ると思っております。 

 また電話応対なら、ご連絡ありがとうご

ざいますという気持ちが必要だと考えま

す。顔が見えなくても、優しい表情であれ

ば言葉も分かりやすくお話ができると思

います。今は特に誰もがマスクを着用して

いますから、なおさら表情と声の出し方、

そういったことが大事であり、そういった

ことを中心にやっていただけたらなと思

います。 

 忙しい業務をしながら目線を向けてく

れないのでは、市民の人は受け付けがどこ

かも分からず立っているだけです。職員の

皆さんは、自分が見られているということ

を忘れずに、どうかこれからも積極的な応

対、分かりやすい説明をしていただいて、

これからも市民に寄り添い向き合ってい

ただくよう、そういった接遇でお願いした

いと思います。これは要望とさせていただ

きます。 

 そして再応募の際には、資格や専門知識

など、受験者の能力については当然把握を

されての採用に至ってることを分かって

おりますが、必ず希望する部署に配属され

るとは限らないということも採用された

方は承知しています。 

 ただ、いつかは自分の知識を発揮できる

場所で仕事をしてみたいと望むことは、仕

事のやりがいにも関わってくるのではな

いかと考えます。特に専門性の高い業務、

知識や資格と経験がなくては、これも成長

につながらないと思います。人員や業務の

性質上、配属を決めることは本当に難題で

あります。しかし福祉・文化・芸術といっ

たこういう分野に専門知識を生かしてい

ただいて、摂津市の業務の質を高めるため

の異動の在り方、こういったこともこれか

ら検討しながら努めていただきたい、これ

を要望とさせていただきます。 

 それから、広報課に関わるＬＩＮＥスタ

ンプの件については、分かりました。 

 ＬＩＮＥスタンプは本当に送られてく

ると楽しいですし、うれしい気持ちになり

ますね。最近は何か動くスタンプもあり、

本当に幅広い年代の方が使われていて、本

当に楽しく利用されているツールだと思

っております。これからもデザイン等工夫

をしながら、友達数がふえ、スタンプを通

して摂津市のＰＲにつなげていただくよ

う、要望とさせていただきます。 

 ５番目、シティプロモーションの推進事

業について。庁内のこういった庁内報で、

他課との連携や協働していくようなムー

ドをつくったりとか、いろんな提案を生か

した報告などをされているということで

ありました。他課のことを知って触発を受

ける、また庁内でシティプロモーションの

推進に対して一体感が生まれればすばら

しいということで、期待をするところであ

ります。 

 この推進事業のいろんな項目がある中

に、でっかな野望プロジェクトというのが

ありました。４１名の若手職員がシティプ

ロモーション戦略を学んで、新しい発想を

もって課題解決の企画・立案をしたという

ことにあったと思います。 

 せっかくの若手職員の豊かな発想や、摂

津市の魅力発信のためのアイデアでもあ

りますので、じっくりと検討していただき、

現実的な予算や実効性の面で止まってし

まうことのないよう、他課と連携をしなが

ら進めるなどして、ぜひ実現できるように

やっていただければなと思います。そして、

シティプロモーションの推進がこれから

ももっともっと充実することを期待した
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いと思います。 

 もう一つはですね、駅構内でこのデジタ

ルサイネージを行われた際に、ちっちゃな

摂津のでっかな野望というキャッチコピ

ーが使用されたと思います。このキャッチ

コピーをもっと拡散していくべきではな

いかと考えます。 

 ちっちゃな摂津のでっかなクーポン、ま

たはちっちゃな摂津のでっかなスクラッ

チカード、またはちっちゃな運動ででっか

な健康、とにかくちっちゃな摂津のでっか

な何々といった具合にですね、もっともっ

とこのキャッチコピーを使ったらどうか

なと考えるんですね。せっかく面白いタイ

トルで、これは何と思わせるような意味合

いが、私はあったと思います。テレビでも

いろんな皮肉っぽいことで摂津市を取り

上げられた時期もあったと思うんですけ

ども、例えばこういったキャッチコピーを

使ったイベント、セミナー、集会そして広

告、そういったことを企画する団体や商

店・企業に対して補助金を出してあげて、

もっと広げていくということも考えられ

るのではないかと思います。市内で盛り上

げて、商業の活性化にもつながるのでない

かと考えます。もっとでっかく面白く取り

組んでいただくよう、要望とさせていただ

きます。 

 次８番目、女性相談事業についてお聞き

をいたしました。本当に大変苦労されてる

方への相談に対して、丁寧に対応していた

だいたと思います。特別定額給付金もしっ

かり受け取れて、よかったなと思います。 

 しかし、そのことでまたその人の居場所

が特定されたりするというようなことも、

本当にいろんな危険との兼ね合いがいつ

もある、緊張する相談事業だと思っており

ます。 

 一方で、コロナ禍によってオンライン会

議やテレワークといったことが広がる中

で、これからはオンラインでの対面の相談

といったことも必要になってくるかなと

感じます。相談者を守るための手段として、

要望させていただきたいと思います。これ

はもう終わらせていただきます。 

 ９番目、ダブルリボンバッジ、年度末に

出来上がって、５個でしたという結果で、

令和３年度は２３０個、これが浸透してる

かどうかは分かりませんが、私もこのダブ

ルリボンバッジを推進した一人でありま

すので、地域の皆様に対してあらゆる虐待

を撲滅しようという意味を込めてつくっ

たバッジでありますので、人権意識の高揚

に向けての手段として啓発活動を実施さ

れ、もっと広がっていくことを期待してお

りますので、よろしくお願いいたします。

要望とさせていただきます。 

 １０番目の政策推進課に関わる特別定

額給付金の申請後の問い合わせ、勧奨はが

きなんかも２回送っていただいて、いろい

ろ努力されて、本当にほとんどの方が受け

取っていただいたという事業であったと

思います。 

 特別定額給付金と、もう一つ国民全員に

配られたマスクというのもありました。私

も地域を歩きながらチラシのポスティン

グをしておりますと、ポストにいっぱい物

が入ってて、その中には配られたマスクが

いつまでも残っているというポストもあ

りました。 

 これからはデジタル化が進んでまいり

ます。そのために、庁内でも事務の効率化

を図るＲＰＡの活用というものが広がっ

ており、こういう給付の作業ももっと早く

できるような工夫が必要になるかと思っ

ておりますので、これからも職員の研修が
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広がっていくことを考えていただきたい

と思います。 

 また一方で、市民の方もこのデジタル化

に追いつけるように、スマホの教室を展開

しながら、申請やサービスといったことが

一人も漏れなく受け取れるように、デジタ

ル化の推進にも取り組んでいただくよう、

要望とさせていただきます。 

 １１番目の質問の選挙管理委員会に関

わる質問で、告示日の受付についてお聞き

をいたしました。 

 何が気になるかといいますと、立候補受

付順にポスターの掲示板の番号が決まっ

て、候補者のポスターが貼られていきます。

ただ同じ会派の候補者がポスターを集め

て貼るというようなことをするために、受

付時間をずらしてということが見受けら

れるようになってきたと思います。私自身

はそうした行動に対して少し違和感を感

じています。大きな自治体では議員定数も

多く、立候補受付を想定して看板も大きく

なります。そういう意味では、一人のポス

ターが目立たなくなると感じるかもしれ

ませんが、やはり無所属で立候補される方

にはこういったことはできない行為であ

ります。 

 そのため、掲示板の番号を順番にするの

ではなくばらばらにしようといった、こう

いうことをしている自治体もあると聞い

ております。選挙管理委員会事務局としま

しては、こうしたことに対してほかの自治

体がどのようにされているのか、今後も研

究していただくよう要望したいと思いま

す。 

 １２番目、消防本部に関わる質問で、出

産・育児休暇についてお答えいただきまし

た。女性の割合というのがふえてまいりま

して、体力や耐久性も女性と男性で差をつ

けない仕事もふえてきていると思ってま

す。ただ妊娠・出産というのは、女性にと

って体調管理がしっかりできる環境が必

要でありますので、定数と実員数が管理さ

れた体制整備に努めていただいて、安心し

て出産・育児ができる職場となりますこと

を要望させていただきます。 

 １３番目、予防活動推進事業について、

査察についてのお答えをいただきました。 

 本市の紙を扱う企業で、休業日に工事会

社が作業をしている際、引火が起こりまし

て大きな火災が発生しました。火災は事故

を未然に防ぐことが大事であります。予防

に係る人員をしっかり確保できる職員体

制であるのかという視点で見直しながら、

そのために必要な増員を図ることも考え

るべきかと思っておりますので、ぜひ検討

することを要望させていただきます。 

 １６番目の質問であります。一般事務事

業の大阪航空消防運営費負担金について

お答えいただいて、ドローンのお話を頂き

ました。吹田市は導入されたということで

ありました。本当にこの法の規制が厳しく

て、なかなか飛ばせないというのを、私も

ドローンの研修に行ったときにお聞きを

しております。 

 ただ、性能のいいものにこだわると費用

は高いんですけども、本当に安くて使いや

すく、写真が撮れるものもありますので、

知っておいていただければなと思います。 

 災害時においては、上空から市全体の被

害状況を観察するなど、ドローンの活用に

ついては防災危機管理課とも連携をしな

がら、操作できる部隊や技能訓練での配備

といったことも提案しながら、職員の増員

といったこともこれからは検討していく

べきかと思っておりますので、これも要望

とさせていただいて、質問を終わらせてい
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ただきます。 

○三好義治委員長 次に、藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 おはようございます。 

 それでは、順番に質問させていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 まず１番目、地域手当についてです。こ

れは令和元年度の本委員会のときに質問

させていただいておりますけども、今、摂

津市の地域手当は６等級６％です。大阪

市・守口市は２等級１６％、高槻市は３等

級で１５％、吹田市は４等級１２％、茨木

市は５等級１０％ということですね。ばら

つきはありますけども周辺は高いんです。

これは職員のモチベーションと大きく結

びついてくると思います。 

 また摂津市が格下のような印象を覚え

るということで、随分前から問題視をして

きまして、何度も申し入れもしていただい

ているということで、今回取り上げさせて

いただきますが、令和元年度のときは、浅

尾課長からこの令和２年２月４日に、同じ

ような状況である大阪府下の関係市と総

務省に赴いて要望書を出したと言われて

いました。 

 そのときには、政務官から関東地方でも

同じような要望書が出ていると、見直さな

ければならないと考えているという発言

があって、非常に重要な案件であるので議

論が必要だと、早急に対応するよう伝える

という、非常に前向きな発言をいただいて

帰ってきたということでした。 

 その後も継続的に要望を続けていく方

針で、ずっと議論を続けていきますよとい

うようなご答弁をいただいたわけです。令

和２年度中のその後の動き等があれば、１

回目教えていただきたいと思います。 

 それから２番目、会計年度職員について

ですが、令和２年度は会計年度職員制度導

入の初年度ということで制度設計が変わ

りまして、それまでの様々な働き方をして

いる方々が一律に会計年度職員となりま

して、福利厚生についても改善されたとい

うことでした。 

 その１年間を見て、職員の意識とか仕事

の効率などですね、総括的に人事課として

評価をいただきたいと思います。 

 ３番目、人事管理事業についてですが、

総務事務センター業務委託、これが令和元

年途中からスタートをいたしました。当然

その分の費用対効果なんかも検証されて

いると思いますが。 

 もう一つは働き方改革ですね。これも大

きな視点の一つであったと思いますが、費

用対効果及び働き方改革など、総括的にど

うであったのかご評価いただきたいと思

います。 

 ４番目、組織課題別能力開発事業につい

て、事務事業評価にも載っていますが、職

員の自主研究グループ、昨日も質問があり

まして、１件だけやったということでした

けども、この執行率が非常に低いというこ

とで、もう一度具体的に教えてください。 

 それから、この組織別課題研究費負担金

というのは未執行になっています。もとも

と予定されていたものはどんなものだっ

たのかということとですね、未執行になっ

てるということについて、併せてご説明く

ださい。 

 また、令和２年度の職員提案制度につい

てですが、提案が１件もありませんでした。

これもコロナのせいかも分かりませんが、

状況について教えていただきたいと思い

ます。 

 それから関連をしまして、事務報告の２

２ページには、企画調整会議の課題の一つ
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に、一課１改善運動というのが話し合われ

ていますけども、これも少し関連をして、

どういう内容であったのかということも

併せてお願いします。これ４番目です。 

 ５番目、働き方改革です。平成３１年４

月に労働時間短縮に向けた全庁的取組と

いう指針がつくられまして、主立ったもの

ではノー残業デーが設定されまして、毎週

水曜日ということです。それから週休振替

日の振替、それからチャレンジドオフィス

の活用、年次有給休暇の取得促進とか時間

外の電話問い合わせの禁止、よくある問い

合わせのホームページ掲載というものが

具体的に載せられて、浸透させていってい

ただいていると。 

 令和２年度では随分浸透してきている

んだろうということで、これが目に見える

指標としてですね、超過勤務などに現れて

きているんだろうと思うんですけど、その

評価について、働き方改革の評価をしてく

ださい。 

 次６番目、障害者雇用について。これは

平成３０年でしたか、国や地方公共団体の

多くの機関で、障害者の雇用率の制度にお

いて不適切な計上が明るみになりました。 

 そういうことを受けて、法定雇用率を達

成しないといけないという状況がありま

して、本市でもちょうど令和２年４月にこ

の摂津市の障害者活躍推進計画というの

が策定をされまして、そして法定雇用率を

守る、またしっかりと障害者を雇用してい

こうという計画がスタートをされており

ます。 

 その中に、当然チャレンジドオフィスな

んかも入っているわけですけどね。まず令

和２年度、初年度になりますけども、本市

の法定雇用率が何％だったのか、また実態

についてどうだったのか、また取組内容の

概略について、毎年度公表して、ＰＤＣＡ

サイクルを確立していくということにな

っていますので、令和２年度のその総括さ

れたものについて、お示しいただきたいと

思います。 

 ７番目、摂津市人材育成実施計画の改訂

についてです。これは本来令和２年度で実

施をされるということだったんですけど

も、いろいろありました。それで１年延期

されました。ちょうど職員のいろいろミス、

不祥事があって、令和３年３月３０日に第

三者委員会の答申が出されました。それを

受けて策定をするということで進められ

ていたわけですけども、この答申の中で再

発防止という提案がなされています。 

 少し触れていきますと、例えば１番目に

職場風土の問題として、職員全体の意識と

速やかな調査体制の構築とかですね、２番

目にはコミュニケーションの促進、３番目

には内部通報窓口の充実化、４番目には管

理職の意識改革があります。 

 大きな２番に、ジョブマニュアル等の作

成として、小さい１としてはプロジェクト

チームの設置、２番目には不祥事対策の一

般的マニュアルの必要性、３番目に倫理指

針等の策定とあります。 

 大きな３番目に責任追及の在り方、この

ようなことが提案されているわけですけ

ども、こういうことを受けて、この人材育

成計画の策定方針についてはどういう方

向性で行くことになっていたのか。令和２

年度で結構ですので、中間報告もありまし

たから、それを受けて教えてください。 

 それから８番目、パブリックコメントに

ついて。 

○三好義治委員長 ちょっと藤浦委員、 

冒頭に言うたように、ページ数もしくは項

目をしっかりと言うていただくようにお
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願いします。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 第４次総合計画、第１０

次実施計画の中で総括されているんです

けども、市民ニーズの的確な把握、機能の

充実、この中でまた課題としてですね、新

たな広聴活動の在り方の調査研究を実施

するとあります。その内容についてですね、

パブリックコメントの実施状況など、広報

を工夫するとともに、市政への関心が高ま

るような情報発信を行っていく必要があ

るという課題が表記をされていますけれ

ども、そのことについてご説明をお願いし

たいと思います。 

 それから９番目、シティプロモーション

についてです。令和２年度になりますけど

様々に事業が実施をされたと、先ほど事務

報告書にも記載がありまして、当初に予定

をされていたものが、できなくて代わりに

別のことをされたというような答弁があ

りました。例えば庁舎に大きなＱＲコード

を貼るというのはできなかったとかです

ね、わいわいガヤガヤ祭に合わせたイベン

トもちょっとできなかったというのもあ

ったと思いますので、予定していたけどで

きなかったものについて、お聞きしたいと

思います。 

 次に、１０番目、摂津市の行政経営戦略

についてです。これは２年間かけまして、

第４次摂津市総合計画とそれから第２期

の摂津市まち・ひと・しごと創生総合戦略

の改訂版という形で出来上がりました。パ

ブリックコメントもしまして、令和３年３

月に完成をしたということですけども、ま

ず、担当された部・課でどういう評価をさ

れてるかということをお願いしたいと思

います。 

 １１番目、ＳＤＧｓの推進について、事

務報告書２２ページの企画調整会議実施

状況の中に、計画及びＳＤＧｓの表記につ

いてというのが第７回のところに載って

いますが、そのことに関してこの令和２年

度のＳＤＧｓの推進状況を教えていただ

きたいと思います。 

 次に、１２番目、摂津市特定事業主行動

計画についてです。令和２年度ではこの四

つの数値目標が掲げられておりまして、こ

れも毎年これを検証していくということ

になっています。 

 一つ目が、男性職員の育児休暇の取得率、

二つ目が出産補助休暇及び育児参加休暇

の合計５日以上の取得率、三つ目が採用し

た職員に占める女性職員の割合、四つ目が

管理的地位になる職員に占める女性の職

員の割合、これが数値目標として掲げられ

ているわけですけども、それについて毎年

総括することになってますから、令和２年

度の総括がどうであったのかということ

をお示しください。 

 次に、１３番目、第３期摂津市男女共同

参画推進計画について、これは決算概要５

６ページです。 

このウィズプランも令和３年度で終わ

りで、先ほど第４期のアンケートも取って

いかれたということは話がありました。こ

れは第３期の令和２年度での総括につい

て、全部ではなくて項目を絞って教えてほ

しいんですが、一つ目は市職員がモデルと

なって、また市がモデル職場となって男女

共同参画計画を推進するという項目があ

ります。このことについて令和２年度の総

括をお願いします。 

 そして２番目に、審議会などへの女性の

参画の推進というのがあります。目標は３

５％ですけども、これについての総括もお

願いします。 
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 ３番目に、防災に関する政策・方針決定

過程への女性の参画拡大、４番目、高齢期

女性や若年女性の貧困対策、５番目に、母

子保健の充実というのがありますが、この

５点について、令和２年度での取り組み、

総括についてご答弁いただきたいと思い

ます。 

 次１４番目、消防庁舎管理事業について、

決算概要では１３２ページに載っていま

す。消防庁舎管理事業というのがありまし

て、これは土地借上料３２２万円というの

が記載されています。これは上下水道部か

ら借りております。その内容とそれからこ

れまでの経緯についてご説明いただきた

いと思います。 

 １５番目、火災出動と自動火災報知機の

誤作動についてです。これはページを言う

と、消防活動管理事業で、決算概要の１３

２ページです。 

 最近、自動火災報知機の誤作動による出

動が多いなと思っています。大雨の降った

後とかですね、続くときはよく続いている

なと思うんですけども、どれぐらい１年間

で誤作動による出動があったのかとです

ね、その原因というのは一体何なのかとい

うことについて教えてください。 

 それから１６番目、事務報告書の４１１

ページの予防活動推進事業、防火対象物が

あります。防火管理者を置かないといけな

いとなっていますが、令和２年度での防火

管理者の講習はどうなっているのかと、ま

た新規講習者数がどれぐらいか、そして市

内で防火管理者を置かなければならない

建築物はどれぐらいあるのかについて教

えてください。 

 以上、１回目です。 

○三好義治委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５３分 休憩） 

（午後 ０時４８分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、１番目

から７番目のご質問につきまして、私のほ

うから答弁をさせていただきます。 

 まず、一番目のご質問ですけれども、地

域手当に関するもので令和２年度の動き

というお問いでございました。ご質問にあ

りましたとおり、令和元年度に初めて大阪

府下三市による連名での要望書提出とい

うことを行いましたが、令和２年度も２月

に同様の要望というのを行ってございま

す。内容といたしましては、地域手当の級

地区分の決定に際しての広域化、見直し期

間の短縮、これを求めて総務大臣あての要

望書の提出を行ってまいりました。 

 国の受け止めでございますけれども、要

望内容として、人材確保に影響が出ている

そういうような内容の要望もございまし

たので、それを裏づけするデータの提出を

三市に求めるという協力要請というのが

ございまして、三市で協議の上、指定デー

タを提供いたしたところでございます。 

 また、３月には、三市の副市長、人事課

長で大阪府に出向きまして、現状の訴えと、

国への要望関係に関しての協力要請とい

うのを行ったところでございます。今後も

この三市での要望ということを考えてお

りますけれども、今年度はさらに大阪府下

以外の同種の状況に置かれた自治体にも

呼び掛けを行っておりまして、今後も継続

的に要望していきたいと考えているとこ

ろでございます。 

 ２番目のご質問でございますけれども、

会計年度任用職員の制度導入に当たって

の総括をというお問いでございました。 

 職の整理を目的といたしました地方公
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務員法の改正に伴いまして、各市で制度設

計がなされまして、令和２年度に制度導入

ということになりましたけれども、本市に

おきましても、基本的には国のガイドライ

ン、質疑応答集等を踏まえた制度としてス

タートをいたしました。 

 給与制度、条件付採用期間等、任用に関

する新たな仕組みへの対応ということが

ございましたけれども、平成３０年度に本

市において行いました非常勤職員の条例

化の制度、これをベースにいたしまして、

新たな制度を加えるという形になりまし

た。 

 ご質問の意識の部分、効率等の関係でご

ざいますけれども、これまでも自らの役割

というのをしっかりと認識して業務遂行

をしていただいておりますけれども、服務

の宣誓ですとか、先ほど申し上げました条

件付採用期間など、常勤職員と同様の内容

の制度というのがこの地方公務員法に位

置づけられたことから発生しておりまし

て、公務に従事するという意識の面、そし

て、効率の面でもよい効果があったものと

考えております。 

 次に、３番目のご質問で総務事務センタ

ーの総括というお問いでございました。 

 総務事務センターにつきましては、令和

２年度、月例の給与ですとか、総務課で所

管いたします印刷、郵便、会計室の業務等

を担っていただいておりまして、会計年度

任用職員制度の導入に伴いまして発生し

た事務の部分についても、追加して担って

いただいているとそういう状況でござい

ます。 

 月当たりの費用対効果でございますけ

れども、およそ１，５００時間の時間短縮

が図られているものと考えておりまして、

この時間が各課でこれまで担っておりま

した本来業務に従事する時間として確保

できていると考えております。勤務時間と

してそのまま削減ということではないと

はいえ、縮減にはつながっていると考えて

おります。 

 それから、４番目のご質問で自主研修グ

ループ等のご質問がございました。 

 自主研修グループの実績といたしまし

ては、１グループ、５名の職員がナッジ理

論による行動デザインを研究テーマとし

て取り組んでおりまして、人間の心理的な

特性に着目して、人や社会にとってより良

い行動へ促す仕掛けですとか、手法、これ

についての理論や事例について研究をし

たものでございます。この部分につきまし

ては、公務への活用も期待されるというよ

うな報告でございました。 

 決算額は研究のための書籍購入の費用

としての実績に対して補助金を支出いた

したものでございます。 

 次に、組織課題別研修費負担金の執行の

件でございますけれども、この負担金につ

きましては、職員提案型ステップアップ研

修の費用として計上いたしております。 

 内容といたしましては、研修機関への派

遣、市で開催する研修、これらの内容を職

員自らが提案する内容の研修として予算

組みを行っております。これまでの実績で

もその時々の課題に関する研修が提案を

なされてきているわけですけれども、この

部分につきまして、昨年度は新型コロナウ

イルス関連の感染者数の推移を確認しな

がら、それでも何とか実施に向けて動けな

いかということで検討をしておりました。

結果的に第３波、第４波というのが下半期

にも到来いたしましたことによって見送

りとなり、未執行となったということでご

ざいます。 
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 それから、５番目の働き方改革の関係で

ございますけれども、少し答弁が漏れてお

りました。失礼しました。 

 職員提案制度によるもの、それから、一

課１改善運動についてのお問いもござい

ました。職員提案制度はご質問にございま

したとおり、コロナウイルスの関係もある

かとは思いますが、昨年、提案はゼロとい

うことになってございます。 

 ただ、過去に提案し採択された提案内容

の部分が実現をいたしまして、結果、表彰

につながったとそういうような事例も昨

年度はございました。 

 それから、一課１改善運動についてでご

ざいますけれども、一課それぞれ一つは改

善に向けた動きをということで事務の効

率化等に自ら目標を設定して取り組んで

いただいているものでございますけれど

も、昨年度は、４７課で６９件の改善運動

がございました。そのうち２件、先ほど申

し上げました表彰につながったものとい

うのもございまして、例えば、国保年金課

の窓口で市民の方に待ち時間を見える化

するボードを作成したというような改善

を図った事例、それから、消防本部で消防

団の出動報告をデータでやりとりをする

と、このことで報告が簡易になったと、コ

ロナ感染の関係で効果が発揮できた、その

ような内容が表彰されたというところで

ございます。 

 それから、５番目のご質問で働き方改革

のお問いでございました。これまでの取り

組みの徹底、新しい取り組み、それぞれに

取組項目を設けておりまして、ご質問にも

ございましたが週休日の振替ですとか、有

給取得の促進、よくある質問のホームペー

ジ掲載など１１項目になります。 

 令和２年度の実績といたしましては、週

休日の振り替えでこれもコロナ対策の影

響も少しございましたけれども、延べ人数

で２４０名が振り替えということで実績

としてはございまして、また労働基準法改

正によりまして、有給休暇の取得が最低５

日以上というような法定がございます。こ

の部分については、９６％がその取得を行

ったということで、これは府下平均よりも

少し高い数字にはなってございます。 

 ご質問の内容で時間外勤務の状況で申

し上げますと、経年で時間外勤務の状況と

いうのは人事課のほうで把握をしており

ますけれども、上下水道部、消防本部、選

挙管理委員会事務局を除く時間外勤務全

体では、８０時間の減ということでござい

まして、ただ、一人当たりの時間外勤務の

平均としては、年間１２０時間程度という

ことで前年度比でほぼ横ばいという状況

になっておりまして、課題が残っていると

は考えております。 

 それから、６番目のご質問で障害者雇用

の関係で法定雇用率との関係で答弁をさ

せていただきます。 

 令和２年度の雇用率でございますけれ

ども、法定雇用率２．５％に対しまして、

３．３６％となっておりまして、現状上回

る状況ということになっております。取組

状況といたしましては、採用試験に関しま

して、特別支援学校等に案内を送付するな

ど人材確保に努め、そのほか、採用した職

員に働きやすい環境づくりとして、選任を

いたしました障害者職業生活相談員を中

心に合理的配慮としてコミュニケーショ

ン支援アプリを導入するなど、職場環境へ

の配慮等にも取り組んでおります。 

 ただ、相談員が３名体制ということで計

画ではうたっておるんですが、昨年度は達

成していなかったため、今年度必要な研修
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を受講して、体制整備も行っているという

ことでございます。 

 それから、７番目のご質問でございます

けれども、人材育成計画の改訂に関するも

のでございました。ご質問にもございまし

たが、第三者委員会の開催を昨年度いたし

まして、委員をお引き受けいただいた方に

は、摂津市のために、市民のために、有益

なご意見を真剣にご議論いただいたと感

じております。再発防止に向けた提言とい

った項目もございますけれども、昨年度見

直しを予定しておりました人材育成計画

をこの最終報告書を踏まえた形で計画見

直しを図るということで方針を決めてお

ります。 

 中間報告におきましても、組織風土、文

化、それから、事態の重大性に関する認識、

倫理観等指摘がなされております。これら

を踏まえて計画期間を一年延長し、また、

庁内での議論を進める方針として、昨年度

は決定いたしたところでございます。 

 今年度、ＰＴでの議論というのを進めて

おりまして、引き続き年度内での策定を目

指して議論を進めていきたいと考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、８番目の

ご質問、パブリックコメントについてとい

うことでございますが、ご質問の内容は総

合計画におけます広報広聴の進め方に関

するご質問かと思いますので、私のほうか

ら答弁をさせていただきたいと思います。 

 総合計画で「市民と行政の情報共有がで

きるまちにします」という施策の中で、「市

民ニーズの的確な把握」と「広聴機能の充

実」という項目がございます。この中では

「直接市民の声を聞くとともに、様々な媒

体を利用して多種多様な市民ニーズを把

握し、市政に生かします」と記載しており

ます。この項目では現状と課題のところで

急速な情報化というところを課題として

触れております。 

 これまで情報発信におきましては、一番

大きいのが広報誌です。これが４万世帯以

上で全戸配布しておりますので、昔から変

わらず強力な情報発信のツールではござ

います。また、先日から議論もありますよ

うに、ＬＩＮＥによる情報発信ですが、こ

れが２万６，０００人を超えてきたという

ことで、今年度の保健福祉課におけるワク

チン接種事業におきましてもかなり役立

ったものでございます。考えてみますと２

万６，０００人に対しまして適時情報発信

し、一斉に送れるということは非常にすご

いことかなと思います。 

 今後、情報化といいますかデジタル化の

流れの中で、こうしたＬＩＮＥであったり、

新たな情報発信ツールを必要に応じて利

用していかなければならないということ

を認識しております。ご質問の中で広聴の

お話もございました。これは自治振興課の

所管になりますが、自治振興課で実施して

おります市民モニター制度につきまして

も、アンケートについてインターネットを

通して、回収するという取り組みも始まっ

ているところでございます。 

 また、令和２年度の行政経営戦略の策定

におきましても、事前にアンケートを取ら

せていただいておりますが、こちらのほう

もインターネットを通してアンケートの

回収をしております。以降の計画につきま

しても、こういった取り組みが進んでおり

ます。 

 今後につきましては、従来の情報発信の

在り方に加えてデジタル化、インターネッ
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トを通した情報発信ということもデフォ

ルトになってくるものと思います。これは

従来のやり方とデジタル化とセットで考

えていく必要があると考えております。そ

の先につきましては、市民との双方向のや

りとりも見えてきますので、今後もそうい

ったところを研究しつつ、市民の声を的確

に拾っていくということを考えていかな

ければならないと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、質問番

号９番のシティプロモーションに関わる

事業で、当初予定していたけれどもできな

かった事業についてお答えいたします。 

 二つございまして、一つはコロナ禍で中

止いたしました大阪銘木イベントでござ

います。これは大阪銘木団地の青年会が中

心になっていただき朝市の開催ですとか、

市内の方々、多くの方が参加できるような

木工教室ですとか、チェーンアートの見学

であるとか、また、近隣には、せんだん公

園もありますのでそういったところで飲

食店のブースを出してにぎわい的なイベ

ントができればと考えておりました。 

 今年度につきましても、もう既に中止と

いたしておりますけれども、同じ鳥飼地域

で淀川のわいわいガヤガヤ祭がございま

すので、タイアップし、一部企画を連携さ

せて双方のイベントが一緒になって鳥飼

地域を盛り上げていきたいと考えており

まして、イベントの統一ロゴの作成ですと

か、双方のイベントをつなぐスタンプラリ

ーなどを連続性のある企画を検討してき

たところではありました。 

 もう一つは、昨日も答弁いたしましたけ

れども、庁舎壁面ＱＲコードです。これに

つきましては、大阪モノレール側から真正

面に見える新館庁舎７階の部分のところ

にインパクトのある４メートル四方のＱ

Ｒコードを掲示いたしまして、そこにスマ

ホをかざすと市のＰＲサイトに誘導する

ような仕掛けを考えておったところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、質問番号

１０番の行政経営戦略に関して、部内での

評価というご質問でございます。 

 今回の行政経営戦略の策定に当たりま

しては、総合計画の下位に位置する分野別

計画との関連を分かりやすく整理いたし

ました。そのほか、より多くの市民に見て

いただけるように記載内容をシンプルに

させていただいたのと全面カラー化をさ

せていただいております。また、冊子をと

じている部分を右手側にしておりますが、

これはよく雑誌で採用されるやり方なん

でして、市民にとって非常に見やすくなっ

ているものと考えております。 

 そのほか、行政経営戦略を紹介するホー

ムページ上で、分野別計画へのリンクを貼

ることでそれぞれのＫＰＩの達成状況が

分かるように工夫をしております。こうし

た改善の結果、市民のみならず、職員にも

内容が分かりやすくなったものと考えて

おります。 

 今後の施策の展開について議論をする

上で非常に役立つことを期待していると

ころでございます。 

 続きまして、質問番号１１番、ＳＤＧｓ

の令和２年度の取り組みでございますが、

ＳＤＧｓの取り組みにつきましては、令和

２年度策定しました摂津市の行政経営戦

略で１０の分野と２９の施策がございま

すが、それぞれＳＤＧｓのゴールを関連づ
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けて取り組みを展開するということにい

たしております。 

 令和２年度の取り組みとしましては、３

月に市役所でＳＤＧｓのパネル展を実施

しております。それ以外に学校の取り組み

となりますが、令和３年２月に２０２５年

日本国際博覧会主催のジュニアエキスポ

２０２５に本市の第三中学校の二年生が

参加しまして、ＳＤＧｓの取り組みについ

てプレゼンを実施いたしました。 

 それ以外に、今年度に入ってからですが、

広報５月号に特集記事を掲載したほか、１

７のゴールのパネルを作製いたしまして、

各課へイベント等を開催するときに啓発

活動の一環として貸し出すということも

実施しております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、１２番目のご

質問に答弁をさせていただきます。 

 特定事業主行動計画のお問いで令和２

年度の総括ということでございました。令

和２年度につきましては、新規採用職員の

人権連続研修において、新たにジェンダー

の問題を取り上げた研修を一こま設け、職

員の意識向上を図るほか、採用に関するホ

ームページで女性職員の声を多く掲載す

るなど、継続的な取り組みと合わせて実施

をいたしまして、結果として採用した職員

の女性割合が６７％ということで目標の

数値を上回ることができました。 

 一方で管理職の女性割合ですとか、男性

の育児休業の取得率、このあたりは目標値

を下回っておりまして、課題も残した一年

であったとは考えております。 

 ただ、課題の部分につきましても、今年

度は男性の育児休業が対象者の５割を超

える方が取得をされている状況など、少し

ずつではありますけれども、改善の兆しも

見えている、そういうところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、第３期摂津市男女共同参画計画の総括

について、答弁させていただきます。 

 ウィズプランの施策の中には、市職員が

モデルとなり、また、市がモデル職場とな

って男女共同参画計画を推進しますとあ

ります。特定事業主行動計画にもあります

ように、市職員が男女共同参画の意識を持

って、施策を進めることが必要であり、職

員一人一人が男女ともに仕事と子育てを

含む家庭、地域生活との両立を図っていく

ことを目指す必要があります。 

 女性管理職の割合と男性の育休の取得

率という項目が特定事業主行動計画の中

にはありますが、女性の管理職の割合につ

きまして、女性職員だけではなく、男性職

員への意識づけも必要だと考えておりま

す。人権女性政策課では、男女共同参画に

基づく職場環境の見直しに関するアンケ

ートを毎年実施しております。その中に男

女の区別のない事務分担になっています

かという項目がございます。令和２年度の

結果では、十分できている、おおむねでき

ているが合わせて９５％となっています。 

 一方で育児休業、子の看護休暇、介護休

暇などが取りやすい環境になっています

かの項目では、８５％となっております。

子育て中の職員を含め、職員一人一人が男

女の区別なく仕事における活躍を推進し

ていく体制づくりを人事課と連携しなが

ら、今後も進めていきたいと考えています。 

 ２番目の審議会などへの女性参画の推

進についてですが、女性人材登録制度の活

用によって、令和２年度は女性の審議会委
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員の女性比率が３７．６％となっておりま

す。 

 ３番目の防災に関する政策方針決定の

過程へ女性の参画拡大についてですが、男

女共同参画センターの活動専門員が講師

となり、防災サポーター制度の講座の一つ

に、男女共同参画の視点からの防災という

講座を一コマ、受けもたせてもらいました。 

 ４番目の高齢期女性や若年女性の貧困

対策についてですが、高齢者や障害者の人

権が尊重されるために、関係機関と連携で

きるよう令和２年度から虐待ネットワー

クシステムを稼働させていただいており

ます。 

 ５点目、母子保健の充実についてのお問

いですが、センター主催以外にも、男女共

同参画推進団体に、プレママ、プレパパも

含め、子育て中の親御さんについての講座

を毎月実施しております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 松田部参事。 

○松田消防本部参事 １４番目の質問、決

算概要１３２ページ、消防庁舎管理事業の

土地借上料についてお答えいたします。 

 現在の消防庁舎の敷地は、上下水道部が

所有する土地、財産でございまして、平成

２年１２月２９日から公有財産賃貸契約

を締結し使用いたしております。消防庁舎

の建設当時の土地賃貸料は、年額２２１万

２，５６０円で、それ以降、平成３年２月、

平成１２年４月、平成３０年３月と３回の

変更契約が行われ、賃貸料の改定が行われ

てまいりました。算定につきましては、大

阪府公有財産規則第２６条の規定に基づ

き、公有財産賃貸契約の賃貸料は、年額に

ついて、当該土地１平方メートル当たりの

最新の路線価に１００分の３を乗じ、その

数に使用面積を乗じた額と定められてお

ります。令和２年度の賃貸契約料は、３２

１万９，３００円でございました。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 橋本次長。 

○橋本消防本部次長 自動火災報知設備

の誤作動による出動についてのお問いに

お答えいたします。 

 令和２年度の警戒出動は５１１件でご

ざいました。そのうち誤報は７２件、その

誤報のうち自動火災報知設備の誤作動に

よるものが６２件でございました。誤作動

による原因につきましては、消防隊が現認

した限りではございますが、感知器が何ら

かの原因で感知いたしまして、自動火災報

知設備が作動したものが主なものでござ

います。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 小田原課長。 

○小田原予防課長 それでは、１６番、防

火管理者についてのご質問に答弁申し上

げます。 

 防火管理者の講習につきましては、従前

から消防職員による講習会を実施してま

いりましたが、令和元年度より、一般財団

法人日本防火防災協会へ委託し、摂津市コ

ミュニティプラザにおいて、年一回実施し

ておりまして、令和２年度の受講者は６０

名でございました。 

 防火管理者の設置要件につきましては、

特定防火対象物で自力非難が困難な方が

おられる対象物で１０名上の収容人員、そ

れ以外は３０人以上、非特定防火対象物は

５０人以上の場合に防火管理者の選任が

必要となります。市内約３，５００の防火

対象物のうち防火管理者を置かなければ

ならないものは約７００件でございます。

防火管理者の責務は主に消防計画の作成、

消防訓練の実施、火気の使用または取り扱
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いに関する監督、避難または防火上必要な

構造及び設備の維持管理、収容人員の管理

などでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ありがとうございまし

た。それでは、二回目の質問をさせていた

だきます。 

 まず、地域手当についてでございます。

先ほどご答弁をいただきまして、その後も

求めに応じてデータを渡していただいた

りとか、副市長に動いていただいたり、ま

た、府外の同じような市と連携を強めてい

くということも行っていただいていると

いうことでございますので、これは粘り強

くぜひとも改善していただけるように、今

後も引き続き頑張っていただきたいと思

います。摂津市はどうも格下のような印象

になっています。シティプロモーション上

もよくないと思いますので、これはぜひ頑

張ってください。要望といたします。 

 次、会計年度任用職員。２番目について

です。 

 効果としては意識も向上して、非常によ

いという判断をされているという総括で

ありましたけれども、もう少し掘り下げて

いきますと、この臨時職員であったり、ま

た、非常勤職員であって、これまでは物件

費という管理になっていましたけれども、

会計年度任用職員ということで人件費と

しての管理になりました。会計年度任用職

員に移行するということで、当然、福利厚

生面とか、待遇改善、こういったものも行

われてきているという実態があると思い

ますけれども、これはどうであったのか。 

 それから、会計年度任用職員に移行する

ことで非正規雇用の意識が薄れていく、モ

チベーションが上がるという期待があっ

たと思いますけれども、この辺も実態はど

うであったか。 

 そして、制度として事前に登録申請を行

うとホームページには掲載されていまし

て、事前に登録をしておいて、その中から

面接をして採用されると。こういう仕組み

になっているようですけれども、令和２年

度でどれぐらいの登録がなされていまし

たかということについてお願いします。 

 ３番目、人事管理事業について、総務事

務センターです。月当たりその効果として

１，５００時間程度の時間短縮につながっ

たと。その分、本業のほうにしっかり従事

できるようになっているということでご

ざいまして、それはミスを防ぐとか、しっ

かりとした業務を進行するという意味で

は効果が出ていると認識したいと思いま

す。 

 これからも、こういう何でもかんでも委

託をするということが良しとはしません

けれども、様々なことを使って、ＲＰＡの

お話も前回のときにありましたけれども、

こういうものも業務を短縮させるという

意味では大きな効果があるだろうし、ＡＩ

の導入とか、ＡＩジャックポットというの

が結構各市で利用されているということ

ですけれども、そういったものもどんどん

導入できるものはしていただきながら、こ

の業務の改善、働き方改革を含めて、しっ

かり今後も取り組んでいただきたいとい

うことを要望しておきます。これも要望で

す。 

 次に、４番目組織課題別能力開発事業関

連で、コロナの影響もあって、研修なんか

はあまりできなかったということもある

だろうと思いますし、また、自主研修グル

ープもそういう面ではなかなか集まれな

いということもあったかと思います。 
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 そういうことで、とにかく職員の意識改

革、これはシティプロモーションでも申し

上げますけれども、職員の意識改革がどん

どん進んでいけば、こういう自主研修が活

性化したり、職員提案がどんどんふえてく

るとか、こういうことに恐らくなるんだろ

うと思うんです。非常にユニーク提案がど

んどん出てきて、実際に意識改革が進んで

きたなということが表れてくるんだろう

と思います。職員の意識改革が非常に重要

であると思いますので、これは本当にわく

わくするような研修とか、また、仕掛け、

取り組みなどを通して面白い発想、楽しい

発想が生まれるようなことを期待してお

きたいと思います。これも要望としますの

で、よろしくお願いします。 

 ５番目、働き方改革です。これは大分浸

透してきたと思います。全庁的な取り組み

というのは浸透してきているということ

でした。 

 ただ、超過勤務の削減には少し課題があ

ると。これから長期的に取り組んでいくと

いうことですので、これは引き続き働き方

改革と合わせてしっかりと取り組んでい

ただきたいと思います。これは非常に大事

なところで、男女共同参画の面からしても、

特定事業主行動計画の面からしましても、

ワークライフバランスという面で非常に

大事な指標だと思います。引き続きしっか

り取り組んでいただくということを要望

しておきますので、よろしくお願いします。 

 それから、６番目、障害者雇用について

でございます。法定雇用率が２．５％、摂

津市は３．３６％で、達成されているとい

うことでございます。 

 チャレンジドオフィスが大きいんだろ

うと思うんです。しっかり体制を整えて相

談員体制も整えて、そして、庁内的にもチ

ャレンジドオフィスをしっかり利用して

いこうということになっています。このチ

ャレンジドオフィスの開催、開設によって、

障害者雇用が比較的伸びていますが、開設

当時の当初の目的と計画から随分いろい

ろな面で実績も上がってきていると思い

ます。その実績を令和２年度で結構ですの

で、聞いておきます。 

 それから、７番目、摂津市人材育成実施

計画の改訂でございます。現在、プロジェ

クトチームで検討中ということでござい

ます。その後、また児童虐待死問題が起き

まして、大阪府が検討部会で調査をされて

いるということで来年１月にまた答申が

出てくると思います。それをやっぱり反映

していかないといけないと思うのですが、

この辺の考え方について、どう考えておら

れるのか聞いておきたいと思います。 

 次に、パブリックコメント関連です。８

番目です。広報広聴の関連で全般的にお答

えいただきました。これからはＬＩＮＥと

かＳＮＳとか、そういうもの、それから、

デジタルをどんどん屈指して発信をして

いく時代になりますよという話でござい

ます。まさしく、そのとおりだと思います。 

 ちょっと昔の話をしますけれども、平成

１７年度の予算について、森山市長が初め

て予算編成をされるときの会派懇談会の

ときに、当時はまだパブリックコメントを

やっていなかったのでやりましょうと私

が言ったんです。その時はやってくれなか

ったんですけれども、その後に市長がやろ

うということで始まりました。 

 そうして、今回行政経営戦略のパブリッ

クコメントについては、デジタルサイネー

ジをぜひやってくださいということでお

願いしたんです。これはやっていただきま

した。これは非常によかったと思っていま
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す。一階のロビーのところでデジタルサイ

ネージがあって、そこで実施されました。

それから、また今言われてました映像を使

って、ＬＩＮＥも使ってやっていこうとい

う話になるんだろうと思いますけれども、

そういう意味ではパブリックコメントそ

のものも大きくさま変わりしていくとき

に入ったなということを感じています。こ

れもシティプロモーションの一環だと思

いますので、そういう思いでぜひやってい

ただくということを要望しておきます。 

 次、シティプロモーションです。 

 今、コロナ禍でできなかったことも言っ

ていただきました。目標設定と検証分析と

いうのがあります。四つありますが、その

一つ、先ほども議論になってますホームペ

ージのアクセス数というのがあります。こ

れはもう達成してしまいました。それから

もう一つＳＮＳ利用者の数の増加です。Ｌ

ＩＮＥの友達数ですが、これもコロナで爆

発的に数がふえました。これはシティプロ

モーションの効果ではなくて、コロナでふ

えたということです。だから、けがの功名

のようなところはありますが、現在は残り

二つだけがこの指標として残っていると

いうことで、これはなかなか数字として調

査しづらい部分になりますけれども、これ

はこれでまた数字を上げるかどうかも含

めて検討いただきたいなと思っています。

しっかり検証を毎年やっていっていただ

きたいということはお願いしておきたい

と思います。これは毎年聞きますので、よ

ろしくお願いします。 

 それから、職員の研修について、いろい

ろ研修をしていただいたというのがあり

ました。これは事務報告書にも若干載せて

いただいておりますけれども、例えば、若

手の職員に集まってもらっていろいろ検

討して提案してもらって、実用化できたも

のがあったのか。あとシティプロモーショ

ンの推進に向けて職員の意識改革をしな

いといけませんので、そういった職員の意

識改革のための会議なんかがあったよう

に思っていますが、もう少し全体的な部分

も含めてご答弁いただきたいと思います。 

 次、１０番目、摂津市の行政経営戦略に

ついて、評価をいただきまして、私も非常

に高く評価していまして、私の評価は、ま

ずＳＤＧｓと連携させていただいた。非常

にこれはよかった。明確で分かりやすい。 

 それから、写真が多くて見やすい。シテ

ィプロモーションを非常に意識して、優れ

た見せられる仕上がりとなっていると。こ

ういう私は評価を持っています。 

 パブリックコメントも先ほども言いま

したけれども、デジタルサイネージでやっ

ていただいたということで、もっともっと

市民にアピールしていく必要があると思

うんです。確かに、ホームページで見られ

ますけれども、もっと積極的なアピールが

できないかと思っていまして、例えば、巡

回パネル展など、こういうものをやってい

くべきです。 

 年一回はパネル展をやっていくとか、定

期的にやっていくとかして、とにかく市民

の皆さんにどんどん親しんでもらう、見て

もらう、こういう行政経営戦略で市民とと

もに進めていくという意識づけが非常に

重要ではないかなと私は思うんですけれ

ども、そのことについてお考えをお聞かせ

ください。 

 それから、ＳＤＧｓの推進についてでご

ざいます。いろいろおっしゃっていただき

まして、一つは行政経営戦略を入れていた

だいたということは大きいと思います。パ

ネル展もやっていただきました。去年の本
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委員会での話ですと、ＳＤＧｓに関連して

いる課がイベントをやるときにはＳＤＧ

ｓマークを入れるということでしたが、Ｓ

ＤＧｓマークが入っていません。これは残

念だなと。もっと担当課の職員が意識して

いただいて、自分のところが担当している

イベントなんかの案内チラシにはＳＤＧ

ｓのマークを入れてもらうようにしてい

ただきたいなと思うんですけれども、まだ

ちょっと研修が足らないのではないかと

思うんです。もっと意識していただけるよ

うにする必要があると思っています。これ

はぜひ、以前にそういうご答弁をいただい

ていますので、実現するように、いろいろ

なチラシなんかにＳＤＧｓマークが入っ

てきて、それこそ全市的にＳＤＧｓを達成

しようというムード、雰囲気が醸成できる

ように、これは進めていただきたいという

ことを強く要望しておきます。 

 次に、１２番目、第４次摂津市特定事業

主行動計画について、順調に計画を進めな

がら、そして、達成を目指して進めていた

だいているということで、一定、評価はし

たいと思います。先ほどの評価だと、男性

職員の育児休暇取得率がだんだん上がっ

てきたということでした。令和２年度では

達成はできなかったけれども、令和３年度

では随分上がってきましたよというよう

な報告でございました。 

 確かに、知り合いの男性職員が一か月、

二か月、子どもができたので育児休暇で休

みますというようなことをお聞きしまし

た。それはいいことなんだと思うんです。

市職員がモデルとなって、市内のいろいろ

なところに波及をさせていくという意味

では、こういう男性が育児休業を取るとい

うことは、非常に重要なことだと思います

ので、これはぜひ推進していただきたいと

思います。 

 それから、令和２年度では女性を採用し

た割合が非常に多かった。六十何％でした

ね。これも非常に評価しておきたいと思い

ます。管理職の地位になる割合は言ってい

ただけなかったですけれども、これは目標

２５％ということですけれども、それに近

いのかも分かりません。でも、かなり女性

の課長職もふえてきました。２０年前では

ちょっと考えられないぐらい女性の課長

職も多くなられました。そういう意味では

一歩一歩前進されていると思いますので、

これもしっかりと今後も実現を目指して

進めていただきたい。市がモデルとなるよ

うに進めていただきたいということを要

望しておきたいと思います。 

 次に、１３番、第３期の摂津市男女共同

参画計画の推進について、五点について、

評価をしていただきました。これは令和３

年度が最終年度ということで、第４次につ

ながっていくわけでございますが、一番目

の市職員がモデルになっていくというこ

とについては、先ほどの第４次計画に基づ

いて、粛々とこれは進めていただきたい。

これは連動していますので、これはよろし

くお願いしておきたいと思います。 

 それから、２番目の審議会への女性参画

において、令和３年度末までに３５％とな

ってますが、令和２年度当初で聞いたら３

４．１％でした。この年度末になると３７．

６％ということで、しっかり努力いただい

て、女性の人材登録をされているところか

ら、この審議会へと派遣するということも

なされているということでございますの

で、引き続きこれはお願いしたいと思いま

す。 

 ただ、個々で見ますと、なかなかまだ厳

しい審議会もあると思います。情熱を持っ
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てこういったところにもしっかり女性が

入れるように、頑張っていただきたい。た

だ、残念なことに、最近人選されました鳥

飼まちづくりグランドデザインの審議会、

コロナ禍で女性が一人もいないと、ちょっ

と注文をつけましたけれども、なかなか女

性の入りづらい審議会なんかも出てきま

すので、これからも注視をしていただいて、

しっかり目指していただきたい。 

 そして、行政経営戦略では、令和７年度

までには４０％を目指すということにな

っていますので、これはぜひ頑張っていた

だきたいと思います。他の部署もそれぞれ

審議会を抱えていらっしゃると思います

ので、人権女性政策課と同じ思いに立って

進めていただきたいということをお願い

しておきたいと思います。 

 ３番目に、防災会議への女性委員の参加

についてですけれども、これはなかなか難

しいです。自主防災会の支援のところでも

お話をしましたけれども、なかなか女性が

入れていない。自主防災というのは、連合

自治会が主体になってつくられていると

ころが多いので、その自治会長に女性がな

っていないとなかなか入れないというこ

ういう実態もあるわけです。そんな中で一

部、既に防災サポーターが誕生しています

が、その中の一部の方がそういう中心的な

立場に入っていこうとされている。入られ

ている方もいらっしゃいますけれども、そ

ういって入っていかれる方もいらっしゃ

います。女性も半分ぐらいいらっしゃいま

すので、だから、僕はこの防災サポーター

は大きな切り札になると思うんです。実際

に、自治会長でありながら防災サポーター

という方もいらっしゃるわけです。だから、

そういう意味では、この自主防災組織なん

かにもしっかり共有をして、そういう場が

与えられるようなそういう意識づくりは

絶対欠かせないと思うんです。その上でこ

の女性防災サポーターについても、しっか

り支援をして、そして、育成をしていかな

いといけません。なかなか一回講習を受け

ただけでは難しいので、そういう面も含め

て、防災会議に対してこういう女性をしっ

かり送り込むという観点から、人権女性政

策課の方も防災サポーターの育成につい

ては担当していただいておりますので、ど

ういう考え方を持っておられるのか聞い

ておきたいと思います。 

 ４番目に、日本のジェンダーギャップに

ついて、先ほどもありました。平均では１

５３か国中、１２０位で先進国では最下位

です。しかもＳＤＧｓの中でジェンダーが

劣っている国として日本は注目されてい

て、目覚ましく劣っているということです。 

 これは日本全体の意識改革が必要にな

るんだろうと思います。肯定的性別役割が

あまりにも強い。これは昔の江戸時代から

つながる日本の歴史からくるものと思い

ますが、この意識が解消されていません。

だから、総体的に女性の収入が低いという

ことにもつながっています。 

 日本全体の意識改革と構造改革を進め

ていくことが、根本的には解決につながる

ということはもう皆さん分かっているん

ですけれど、なかなかそれは難しい。だか

ら、今一生懸命男女共同参画もやっている

わけですから、特に今回のコロナ禍では、

その影響を女性が大きく受けることにな

りました。女性の自殺者が増加するという

ことがあったわけです。貧困と先行き不安

というのが原因となる中、本市としてでき

ることは、こういうＳＯＳを発信する人を

ピンポイントで助けていくことだと思う

んです。そういう施策が必要だと思うんで
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す。一人も取り残さないそういう取り組み

を今後もどうか続けていただきますよう

にこれは要望しておきたいと思います。非

常に難しい話です。 

 ５番目、母子保健の充実についてようや

く庁内に日本版ネウボラとも言われます

子育て世代包括支援センターが開設され

ました。妊娠から出産、育児まで切れ目の

ない支援が始まったということです。問題

のある妊娠をされた方、母子保健手帳を受

け取るときから面談をされて、この人はち

ょっと支援が必要だということをチェッ

クされて、そこからもう支援が始まってい

くということがスタートしたわけでござ

いまして、そういう意味では、一歩大きく

前進したと私は受け止めたいと思ってい

ます。支援の充実はこれからまだまだ課題

がありますけれども、新しい支援策もいっ

ぱいできました。そうした中、今年は児童

虐待事件という痛ましい事件がありまし

たけれども、こうしたことを二度と起こさ

ないためにも、妊娠時からの伴走型支援の

充実が非常に重要だと思っています。そう

いう意味では、再発防止にも大きくこの力

を発揮していただきたいなと思っている

ところです。ということで、所管は違いま

すけれども、頑張っていただきたいという

ことで、言っておきたいと思います。 

 第４期計画については、これからも男女

共同参画計画に基づいて、しっかり遂行し

ていただくように、これは要望としておき

たいと思います。 

 それから、１４番、消防庁舎管理事業に

ついてでございます。 

 令和２年度では一般会計は１１億円基

金を積み増すという状況になっているわ

けですが、上下水道のほうは、まだまだ耐

震管の入れ替えもこれからやらないとい

けないし、老朽管もたくさんあるというこ

とで、これから、多額の経費が必要となり

ます。これは以前からの課題として、どこ

かで土地を買い取ることが必要ではない

かという議論が私はあったように思って

います。令和２年度で本当はやれたらよか

ったと思いますが、そういう決算を受けて、

これはそろそろ買い取るべきではないか

と思いますが、副市長のほうから一遍お答

えください。 

 １５番目、火災出動と自動火災報知機の

誤作動について、６２件の誤作動があった

ということでございまして、その都度出動

しないとあかんわけです。働き方改革から

しても、誤作動がないほうが絶対いいわけ

です。そのためにはしっかり点検をしてお

いてもらわないといけません。やっぱりこ

れは建物を持っている人がちゃんと点検

をして、報告もする必要があると思うんで

す。これはちゃんとできているのかどうか

というところが非常に私は気になるんで

す。ちゃんと点検して、ちゃんと報告をし

てということをやれば、防火力の向上にも

絶対つながりますし、誤作動も恐らく減る

だろうと思うんです。点検義務と報告義務

について確認できているのかについて、ご

答弁いただきたいと思います。 

 次、防火管理者について、これも似たよ

うなところがありますが、摂津市の防火力

をしっかり高めていくためには、この防火

管理者がしっかりと点検をさせる。そして、

防火訓練なんかもありましたね。そういう

訓練もちゃんとさせる。きちんと仕事をし

ていただく、責任を果たしてもらうことが

摂津市の防火力を高めていくことにつな

がりますので、これは要望としておきます

けれども、しっかりと事あるごとに、いろ

いろ連絡をするルートはあると思うで、き
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っちりと責任を果たしてもらえるように、

何らかの手だてを打っていただくという

ことをこれは要望としておきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁を求めます。 

 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、二回目のご質

問について答弁をさせていただきます。 

 会計年度任用職員の制度に移行しての

待遇改善等のお問いでございました。福利

厚生面で申し上げますと、福利厚生団体で

あります職員厚生会に会計年度任用職員

の中で希望する方の加入が可能となった

ほか、年次有給休暇の付与時期を任用時に

する。そういったことも制度設計として導

入をいたしております。 

 また、給与面で申し上げますと、報酬額

の前歴加算ですとか、期末手当、通勤手当

の支給も含めまして、制度導入時を上回る

水準ということで設計をいたしておりま

して、処遇改善の一つとなっていると。こ

のことがご質問にございましたような意

識の向上ですとか、モチベーションの向上

につながっているものと考えているとこ

ろでございます。 

 それから、事前登録制のお問いがござい

ました。会計年度任用職員として働きたい

方のエントリーは任用が必要となる時期

でなくても受付をすると、そういった制度

になっておりまして、任用の必要性が生じ

た際に、速やかに面接等を行った上で任用

できる制度として導入をいたしておりま

す。令和２年度の実績といたしましては７

名の登録がございまして、現在までの間に、

このうち５名が任用に至っているという

そういう状況でございます。 

 それから、６番目の２回目のご質問に答

弁をさせていただきます。チャレンジドオ

フィスのお問いということでございまし

て、所管は異なりますので詳細の面につき

ましては、差し控えさせていただくんです

けれども、ご質問にございましたとおり、

事務作業員として任用した職員の一般就

労につながるようなキャリアプランの意

識を持って取り組んでもらえるようなサ

ポートを行っているということでござい

ます。 

 開設時と比較をいたしまして、令和２年

度までの間に、所属の職員で申し上げます

と３名ほど増員となっておりまして、引き

続き環境整備ですとか、採用の面に関しま

しても、担当課と人事課で必要な協議も行

いながら、障害のある方の雇用に努めてま

いりたいと考えているところでございま

す。 

 それから、７番目のご質問の２回目のご

質問で児童虐待との関係でのお問いでご

ざいました。 

 児童虐待の件につきましては、市として

非常に重く受け止めなくてはならない問

題だと認識をいたしております。先ほどと

少し重複してしまうんですけれども、現在、

人材育成に関する計画等につきまして、年

度内の策定を目指して、進捗管理も含めて

議論をする予定といたしております。現在

のところ、府のほうで虐待に関する検証委

員会での議論がなされて、１月には報告が

なされると聞いておりますので、どのよう

な報告がなされるかということはこの時

点では申し上げられないんですが、人事課

といたしましては、人材育成に関する内容

が含まれるかどうかも含めて、しっかりと

確認は行ってまいりたいと考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 
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○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 ２回目の質問の９番目、

シティプロモーションに関する研修と意

識改革についてお答えいたします。 

 シティプロモーション戦略を作成いた

しまして、これは若手職員だけでなくて、

各課を束ねる各部長にも理解していただ

く必要があると考えまして、昨年４月当初

に、博報堂から派遣で来ていただきました

亀谷参事を講師として、部長級を対象にシ

ティプロモーション戦略の概要説明をし

ていただきまして、併せて昨年度進めまし

た、でっかな野望プロジェクトの概要を説

明させていただきました。 

 そこで各部長から各部３名ないし５名

の職員を指名選出いただきまして、シティ

プロモーションの観点も入れながら、より

実現できるようなそれぞれの部が抱えて

いる課題に向けた企画提案を作成いただ

きました。 

 このでっかな野望プロジェクトでは、亀

谷参事以外にも映像のプロデューサーで

あったり、クリエイティブディレクターな

ど、シティプロモーションの様々な専門家

にも最終プレゼンの審査に加わっていた

だきまして、それぞれの専門的な立場から

アドバイスをいただくなど、参加された職

員におきまして、すごく有意義でよい経験

になったと考えております。 

 それ以外の研修といたしましては、新規

採用職員を対象に、シティプロモーション

戦略の概要ですとか、本市の魅力を発見す

るなどの研修も実施いたしております。研

修ではないんですけれども、シティプロモ

ーションサイトの構築の際には、組織横断

的な若手職員にも関わっていただいたり、

今年８月からスタートさせておりますイ

ンスタグラムの運用におきましても、広報

課の職員だけでなく、様々な課の職員も関

わっていただきながら、実践形式でという

んですか。そういった形でも意識啓発につ

なげてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 質問番号１０番の

行政経営戦略に関するご質問でございま

す。 

 行政経営戦略の冊子でございますが、も

っと市民の目に触れるようにすべきだと

いうご指摘でございますが、全くそのとお

りであると考えております。先ほども答弁

いたしましたが、雑誌のようなつくりにし

て、市民にとって手に取りやすく見やすく

しております。こうしたことから、市内の

公共施設、つまり公民館とか、図書館に置

かせていただいて、見ていただくようなこ

ともしております。庁内においては、市民

課の待ち合いスペースに置かせていただ

いて、私も市民が見ているのを何度か拝見

したことはありますが、従前と比べてかな

り見やすくなっておりますので、前回の冊

子と比べると多くの方に見ていただいて

いるものと考えております。 

 ただ、この計画、令和２年度にできて令

和３年度からスタートとなっております

が、今後はこの計画の進捗管理が非常に大

切になってくるかと思います。これにつき

ましては、進捗管理を下位になる分野別の

計画とリンクさせて見やすくしていこう

と考えておりますので、こうしたことも市

民にホームページ等を通してアピールし

ていくということが大事かと考えており

ます。 

 ご提案のパネルにして巡回展を実施す

るとか、希望する市民に販売するというこ

とでございますが、どの程度市民のニーズ
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があるかということも含めて考える必要

があるかとは思いますけれども、いずれに

しましても、もっと市民の目に触れるよう

にしていくという取り組みについては、先

ほどのＳＤＧｓのロゴのご指摘も含めま

して、しっかりと考えていきたいと思って

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、１３番目の２回目のご質問に答弁させ

ていただきます。 

 男女共同参画センターでは、地域防災環

境分野における男女共同参画の促進とし

まして、毎年防災セミナーを実施しており

ます。令和２年度につきましては、災害と

男女共同参画映画に学ぶ防災危機管理と

いうセミナーを実施しました。災害に関す

る映画を３本取り上げ映画のエピソード

を例に男女共同参画の視点で防災の備え

と、いざというときのための危機管理につ

いて学んでいただきました。 

 令和３年度に関しましては、防災危機管

理課と連携をしまして、段ボールベッドの

作成も含めたワークを取り入れた講座を

実施したところです。受講生の方には、女

性防災サポーターについてご案内させて

いただいております。 

 今後も、防災危機管理課に働きかけ、地

域で女性が防災組織で活躍できるように

つなげていきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、消防庁舎に関し

まして、土地借地について、上下水道部か

ら買い取ってはどうかというご提案に対

してお答え申し上げたいと思います。 

 土地建物などの経営資源の有効活用は

無駄のないようにすることが最も大事と

思っております。同時に要らないものは持

たないこと、それから、同時に持つべき経

営資源は長期にわたって最大限活用する。

このことが求められていると思っており

ます。ただいま、ご指摘の借地につきまし

ては、一般会計、それから、水道事業会計

の区分はあるものの同じ行政内部という

こともあり、従前から賃借料を払って現在

に至っておりますが、水道事業会計の経営

状況を踏まえまして、売却するのがいいの

か。あるいは、財産を保有したまま長期に

賃借料を得るのがよいのか協議する必要

があると思っております。 

 今後、公共施設再整備におきましては、

長寿命化、集約化、複合化、広域化が課題

となってまいります。それに伴いまして、

上物のみならず、底地についても整理が必

要となってまいります。空地が生じてくれ

ば活用する場合も当然ございます。それか

ら、また売却する場合も当然出てまいりま

す。現在、消防本部のように行政財産の底

地として賃借しているものもあれば、普通

財産として、民間に貸付、また、遊休地と

して現存する場合もございます。いずれに

いたしましても、消防庁舎の底地も含めて

全体的に整理していかなければならない

と考えております。 

 今後、市債等財源確保も含めまして、検

討してまいりたいと思っております。 

○三好義治委員長 小田原課長。 

○小田原予防課長 １５番、自動火災報知

設備の点検についてのご質問にご答弁申

し上げます。 

 自動火災報知設備が誤作動を起こした

防火対象物については、出動した消防隊か

ら所有者または管理者へ連絡し、不具合の

あった設備について再点検を促しており
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ます。 

 また、現場活動終了後に予防課へ情報提

供があります。予防課では点検を実施して

いるかを確認し、未点検の場合は関係者へ

実施するよう指導します。 

 また、点検実績がある場合は、誤作動の

状況を説明し、管理状況を確認するよう依

頼しております。令和２年度の自動火災報

知設備の点検報告につきましては、全体の

約６５％でございまして、建物によりまし

て、一年に一回報告をする義務があるもの

と、三年に一回の報告の必要があるものが

ございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 これで最後にしたいと

思いますが、まず、会計年度任用職員につ

いてでございます。 

 ご説明をいただきまして分かりました

ので、これからも職員の皆さんが、どうか

モチベーションを高く持って職務に携わ

っていただくように、よろしくお願いした

いと思います。要望しておきます。 

 それから、障害者雇用について、チャレ

ンジドオフィスは所管が変わりました。活

発にやっていただいていると思います。し

っかりやっていただいていると思います

ので、これからも摂津市の障害者活躍推進

計画に基づいて、障害者雇用をしっかりと

やっていただくということをお願いして

おきたいと思います。これも要望です。 

 摂津市人材育成実施計画の改訂につい

てですけれども、現在、大阪府で調査され

ていますけれども、児童虐待のことについ

て、しっかりと注視していただき、人材育

成計画の中に盛り込んでいく必要がある

と思います。そのこともよく見定めながら

策定作業を進めていただくということを

これも要望しておきます。よろしくお願い

いたします。 

 シティプロモーションについて、先ほど

様々な職員の研修について答弁いただき

ましたが、とにかくこのシティプロモーシ

ョンにつきましては、職員の意識が非常に

重要だと思っています。まだまだこの職員

も変わっていかないといけないんだろう

と思っているんです。そういう意味では職

員の必要な能力として、シティプロモーシ

ョン力のようなものが育たないといけな

い。広報課だけではなくて、市役所全体で、

職員全体で同じ思いで、それこそワンチー

ムでこのシティプロモーションをやって

いくという取り組みが必要だと思ってい

ます。その中には当然、我々議員も入って、

ワンチームでやっていく。しかも市民も一

緒に入って、事業所も一緒に入って、あら

ゆる団体が一緒になってこのシティプロ

モーションを進めていこうという機運が

高まっていくことが非常に重要だと思っ

ています。そのカギはやっぱり発信元の職

員であると思うんです。そうなっていくよ

うな、そシティプロモーションであってい

ただきたいと思うんです。そういうことを

ぜひ、お願いをしておきたいと思います。 

 このことについて、副市長で何かあれば、

最後に一言お願いします。 

 次に、行政経営戦略につきまして、これ

からどんどんまた発信することを考えて

いくということでしたので、パネル展とい

うのは一つの方法ですけれども、例えば、

今ＬＩＮＥをどんどん活用してやってい

くということもありましたから、ＬＩＮＥ

を通じて何か映像を作ってデジタルサイ

ネージみたいなのを発信するということ

もありますし、どんどんとにかく積極的に

市民に届けていただきたいと思うんです。
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ＬＩＮＥは２万６，０００件の登録がある

んだから、結構な発信力になってくると思

いますので、そういうものもぜひ、使って

いただいて、とにかく積極的にお願いした

いと思います。これも要望としておきます。 

 それから、１３番目の第３期のウィズプ

ランについてでございますが、防災サポー

ターの育成というのが大きなカギになる

なと思っています。なかなか自主防災組織

の中に女性が入っていくことが難しい状

況です。実はそういうふうに認識をしてい

る女性の方、防災サポーターもいらっしゃ

いますので、そういう方とも連携を取りな

がら、しっかり担当課も注視していただい

て、これからも育成をお願いしたいなと思

っておりますので、これも要望としておき

たいと思います。 

 それから、土地借上料について副市長か

らご説明いただきましたので、しっかりま

たご検討いただくということでお願いし

ておきます。これは要望です。 

 それから、１５番目、火災出動と自火報

の誤作動について、設備の点検の報告があ

るのは６５％、これは三年に一度と一年に

一回というのが混ざっているから、本当は

もう少し高いのかもしれませんけれども、

これもしっかり点検をするようにお願い

します。点検をしていないところがきっと

ありますので、消防力をしっかり底上げし

ていくという意味でも建物の消防設備の

点検については、しっかりやっていただく

ように、責任をちゃんと果たしていただく

ようにお願いしておきます。これも要望で

す。 

 以上です。 

○三好義治委員長 奥村副市長。 

○奥村副市長 それでは、シティプロモー

ションということでいろいろご提案をい

ただきました。もちろん職員が中心になっ

てそれから、議員の皆様のお力も借りなが

ら、それから、市民と一緒にということで、

これは当然であろうと思っています。 

 自治体間競争というようなことがよく

言われましたが、これはやはりこれからお

金のない時代を迎えていくときに、それぞ

れの知恵、それから工夫をしながらいかに

摂津市の魅力を発信していくか。これが一

番大事だと思っております。個人におきま

しても、それぞれ長所もあれば、短所もご

ざいます、長所はしっかり伸ばす、それか

ら、短所は改めて長所に転ずるこういうこ

とが、これから求められていくんだろうと

思っております。いずれにいたしましても、

我々市の中で働いております。摂津市に対

して愛情を持って進めていくことが一番

根底になければならないと思っています

ので、これからも皆さん方からのご指導も、

ご鞭撻もいただきながら、よく市長が言い

ますように、小さくてもきらりと光る摂津

市の存在を全国的にアピールしていきた

いと思っております。 

○三好義治委員長 福渡副市長。 

○福渡副市長 私から一言だけご答弁申

し上げます。私は国土交通省から来ている

というのがありますので、逆に東京都とか、

関西ではないところから見ても摂津市は

こういうところがいいというところは、い

ろいろとアドバイスができると思います。

私が摂津市に来て半年以上たちまして、摂

津市はいいところなので、愛着を持って対

応しております。ぜひ、一緒にやらせてい

ただければと思っていますので、よろしく

お願いいたします。 

○三好義治委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 ありがとうございまし

た。両副市長にご答弁いただいて、また、
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私もこれからしっかりとシティプロモー

ションを進めていきますので、よろしくお

願いいたします。 

 以上です。 

○三好義治委員長 暫時休憩します。 

（午後２時１１分 休憩） 

（午後２時３１分 休憩） 

○三好義治委員長 再開します。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 それでは、質問してまいり

ます。 

 最初に、政策推進課にお聞きします。特

別定額給付金事業についてです。午前中か

らも福住委員の質疑で、いろいろとご答弁

いただいておりました。改めてですが、窓

口等業務委託料３，７８４万円、決算収入

済額として上がっております。市民全員を

対象にした、しかもお金に係る事業という

ことで、大変なご苦労されたかというふう

に、改めて感じております。 

 その上で、この委託事業を含めて、この

作業、７階の講堂を使って、本当に頑張っ

ておられたということですが、委託での人

数、それから職員の人数、体制についてお

聞きしておきたいと思います。 

 二つ目に、鳥飼まちづくりグランドデザ

インについて、お聞きいたします。 

 これは、この間いろいろ協議会等でもご

報告をしていただいてきておりますが、令

和２年度につきましては、予算執行がされ

たということであります。 

 鳥飼地域の現状、それから特性です。選

ばれる鳥飼のまちづくりを目指すデザイ

ンを描くとして始まってきたものだと認

識してるんですが、令和２年度は住民アン

ケートをされています。 

 それから、地元懇談会を３回行われてい

ますし、その他様々な子育て世代であると

か、地域の事業所であるとか、または大阪

経済大学で鳥飼まちづくりにいろいろ提

案、提言をされていた学生にもヒアリング

をされているというようなことが行われ

た事業だったと思います。 

 改めて、そのアンケートの状況、それか

ら、３回にわたる地元懇談会での内容、そ

れから、様々な団体への聞き取り状況、事

務報告書には、子育て世代の保護者に１０

月１日から３１日まで聞き取りがされた

と記載があり、１０月２８日には、地域活

性化、子育て支援活動団体への聞き取りを

されているようですが、どういった団体な

のかも具体的にお示しをいただきながら

お答えいただきたいです。 

 １１月５日から１７日には、鳥飼地域で

仕事をされている事業所、１１月３０日に

大阪経済大学の大学生の方々にお聞きし

ているということでありますので、そうい

った取り組みについて、お聞かせください。 

 ３件目は、人事課のほうにお聞きします。 

 人件費事業です。昨日も議論がありまし

た、ご説明もいただきましたが、給与費決

算額調について、決算概要２４ページにあ

ります。前年度と比べて、給与費総額が９

億円増額となっています。令和２年度に非

常勤職員から会計年度任用職員に切り替

わって、これまでの賃金から給与費のほう

に移行したというようなご説明ありまし

たので、それが大きな要因だと思いますが、

正職員と会計年度任用職員の人数の推移

はどうなのか、一つお聞きしたい。 

 もう１点、会計年度任用職員のそういっ

た特殊要因を除いて、変動要因に特徴があ

れば、その点をお聞かせをいただけたらと

思います。 

 ４点目です。決算概要４６ページの事務

執行適正化第三者委員会についてでござ
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います。 

 令和２年９月から６回にわたって委員

会を開催されて、三つの案件に関して、６

人の関係職員からヒアリングをされ、職員

アンケートも実施されていると。摂津市の

問題や改善点をまとめて中間報告を経て、

３月に市長に答申をされたというような

事業だったと思います。 

 昨日は、市民税課のほうにも改善点など

をお聞きしましたけども、そこでは増加す

る課税事務、繁忙期の職員の多大な負担を

解消するというような取り組みなど、そう

いったことが外部委託も含めながら、チェ

ック機能であるとか、具体的な改善の取り

組みがなされているとご答弁いただいた

と思います。 

 第三者委員会の中の報告としては、そう

いったチェック機能であるとか、マニュア

ル化といった具体的な対策に加えて、人事

異動時期が繁忙期と重ならないようにす

るとか、それから短期間の人事異動を避け

て、専門職を育てていくというような人事

異動における工夫であるとか、それから上

司や同僚職員との風通しのよさ、ミスに対

して過剰に責め立てることのない職場風

土の醸成というものも課題として、そして

改善点として求めています。 

 マイナンバーカード紛失も含めて、さら

に全体を通して、摂津市には、隠蔽体質、

事なかれ主義の蔓延、コミュニケーション

や情報共有の不全といった非常に深刻な

問題点も指摘されていました。 

 市民のために仕事をする摂津市の組織

の根幹に関わるような重大な指摘だった

と報告を読んで、改めて感じているわけで

すが、こうした一連の第三者委員会の報告、

指摘について、人事課として、どのように

受け止めておられるのか、お聞かせくださ

い。 

 そして、５点目です。 

 午前中から非常に詳しく議論もしてお

られましたが、決算概要５６ページの男女

共同参画計画推進事業についてでありま

す。 

 市民意識調査委託料として９０万２，０

００円が執行されています。先ほど来から

もご説明をいただいていたとおり、この意

識調査は、令和４年度の第４期ウィズプラ

ンの策定に向けた基礎資料となる意識調

査だということでありますが、回答率が非

常に低かったと、先ほどもご説明をいただ

いておりました。その前の平成２７年度に

行った意識調査では、４４．８％でしたの

で、約半分になってしまっています。 

 さらに男性の回答率も４１％あったも

のが３３％と、約半分にとどまってしまっ

ています。 

 国内外で、ジェンダー平等社会を目指す

大きな流れというのが生まれてきており

ますし、日本国内の中でも、とにかく人と

して物を言うんだというような女性の声

が、どんどん上がり始めた。そのような社

会の中で、残念ながら、こういった意識調

査が低かったというような現実について、

どのように受け止めておられるのか、また、

せっかくですから、もっと幅広く意見を聞

くべきだと思いますけども、先ほどの安威

川以南で、意見聴取を行ったということも

含めて、それ以外の意見聴取、さらに広げ

ていくというような手だてというのは、令

和２年度を含めて、なされたのか、されて

いこうとしているのか、お聞かせをいただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 有場課長。 

○有場政策推進課長 それでは、質問番号
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１番の特別定額給付金事業に関しまして、

体制に関するご質問でございます。 

 今回、定額給付金事業ですけども、国の

ほうで令和２年４月２０日に閣議決定さ

れまして、非常に時間のない中でございま

した。その中でも、４月３０日に、政策推

進課で、特別定額給付金担当ということで、

ＰＴといいますか、特別のチームを発足さ

せました。 

 内訳としましては、専任の正規職員が３

名、併任の職員が７名ですけど、その内訳

は、正規職員が６名、非常勤職員が１名と

なります。 

 また、委託のほうですけども、人数の指

定というのはございませんので、業務量に

よって、人数が変わってくるわけですけど

も、大体おおむね２０名前後ぐらい、一番

忙しいときで２５名と聞いております。 

 最後のほうになりますと、業務が減って

きておりますので、１０名に満たないとき

もあったということでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 湯原参事。 

○湯原政策推進課参事 それでは、質問の

２番目、鳥飼まちづくりグランドデザイン

策定に関わります内容について、ご答弁を

させていただきます。 

 まず、昨年度実施しました住民アンケー

ト調査でございますが、こちらにつきまし

ては、鳥飼まちづくりグランドデザイン策

定に当たりまして、鳥飼地域にお住まいの

方のニーズ等を把握するために実施した

ものでございまして、アンケートの配布は、

約３，０００人に配布しまして、有効回答

率は３５．５２％となっております。 

 内容につきましては、地域の現状等とし

まして、将来人口推計、人口減少・少子高

齢化の影響、ハザードマップ、地域の魅力

等をお示しした上で、高齢化、少子化、公

共交通、コミュニティ、防災、まちづくり

全体の６項目について、望ましいと思う取

組、また自由記述をお答えいただいたもの

となっております。 

 続きまして、地元懇談会の状況でござい

ます。 

 地元懇談会につきましては、こちらもグ

ランドデザインを策定するに当たりまし

て、人口減少・少子高齢化等に伴う地域の

課題等を認識・共有していただいた上で、

ご意見やニーズを伺うために、開催いたし

たものでございます。 

 本来であれば、多くの住民の方にご参加

いただきたいと考えておりましたが、新型

コロナウイルス感染症対策のため、鳥飼地

域の四つの小学校区から、実際地域で活動

されている自治会、民生児童委員、青少年

指導員及び小学校ＰＴＡの方々に、多角的

な視点からご意見をいただくために、ご参

加いただいております。 

 参加者につきましては、３回で延べ６０

名の方にご参加をいただいております。 

 地元懇談会の主な内容、ご意見でござい

ますが、コミュニティの観点からは、担い

手の確保の問題であったり、地域活力低下

の課題、交通の観点からは、バスの利便性

や高齢者の移動手段の課題、にぎわいの観

点では、淀川河川公園をはじめとする地域

資源の有効活用等、子育て・教育の観点で

は、子育て支援拠点へのアクセスへの課題、

小・中学校の小規模化の課題、また、人口

減少の観点では、人口減少に伴って、治安

の悪化の懸念であったり、そういったご意

見をいただいております。 

 続きまして、住民等へのヒアリング、意

見聴取の内容でございますが、まず、１０

月１日から１か月間、鳥飼親子ひろばにア
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ンケートを置きまして、実際利用されてい

る方、子育て世代の方にアンケートを実施

しました。 

 アンケートの内容としましては、鳥飼地

域で子育てしていてよかったこと、困った

こと、また、地域への希望等をお伺いして

おります。 

 続きまして、地域活動団体へのヒアリン

グですが、こちらにつきましては、地域活

性化や子育て支援活動を実施しておりま

すＮＰＯ法人にヒアリングを行っており

ます。鳥飼地域でいいますと、鳥飼マルシ

ェを実施した団体でございます。 

 ヒアリングした内容でございますが、子

どもの観点では、放課後の居場所の必要性、

また学校の小規模化に関するメリット、デ

メリット等、そういった内容をお伺いして

おります。 

 続きまして、事業所に対するヒアリング

でございます。 

 事業所につきましては、摂津市商工会に

推薦していただきました９か所に対して、

ヒアリングを行っております。 

 鳥飼地域で事業活動を行うに当たって

の一定のメリット等をお伺いしておりま

す。 

 また、地域貢献等に関する内容等もお伺

いをしております。 

 最後になりますが、大阪経済大学の学生

につきましては、大学生の方に地域活性化

に資する検討内容以外にも、若者の新しい

視点や、市外在住者の客観的な視点から、

鳥飼地域に対するご意見等をお伺いして

おります。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、３番目のご質

問に答弁をさせていただきます。 

 まず、会計年度任用職員の人数の問いが

ございました。人事課のほうでは、定年で

常勤職員、それから会計年度任用職員の４

月１日時点での人数というのも把握をい

たしておりまして、令和２年度で申し上げ

ますと、常勤職員が６５９名、会計年度任

用職員が５１５名ということで、前年度に

比べますと、会計年度任用職員、非常勤職

員の方の割合というのが１％程度増加と

いうことになってございます。 

 影響としましては、令和２年度に会計年

度任用職員の制度導入に当たりまして、職

の整理ということが行われまして、本市に

おきまして、特別職非常勤の職員として任

用していた職員が、会計年度任用職員に位

置づけられたということも要素としては

ございますので、多少影響があったのかな

とは考えております。 

 それから、給与費決算額調の予算科目の

配属等の特徴というお問いでございまし

たけれども、これも以前に答弁をさせてい

ただいたこともあるかも分かりませんが、

本市の会計年度任用職員については、多く

が外部の職場のほうに在籍をいたしてお

ります。特に、外部と申しますのが、学童

保育を含めて学校関係に配属になってい

る職員というのが多数ございます。それか

ら、こども園のほうに配属になっている保

育士・幼稚園教諭が、こういった職員も非

常にたくさん在籍をいたしておりまして、

これらを合計しますと、全体の半数を上回

る職員が、その外部の職場に配属になって

いるという現状でございます。 

 決算額の伸びにつきましては、会計年度

任用職員制度の導入に伴いまして、給与関

係、処遇の見直しということを行った影響

というのが、多分に出ているかなと考えて

おります。 

 それから、４番目のご質問でございます
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けれども、第三者委員会の報告に関する人

事課の受け止めというご質問でございま

した。第三者委員会の答申につきましては、

人事課としても真摯に受け止めておりま

して、改善に向けて、着実に歩みを進める

ということで、市民からの信頼回復に努め

なければならないと考えております。 

 ご質問にもございましたけれども、報告

書におきましては、ルール化に関するもの、

取り組みを開始することで、すぐに対応で

きるものもございますし、一定施策、取り

組みを積み重ねた末に改善を図れる一定

の時間が必要なものというのもございま

す。 

 現在、人材育成に関する計画、コンプラ

イアンス基本方針も含めて、庁内で議論を

進めておりますけれども、これらの計画に

しっかりと、この答申の内容を踏まえたも

のとしていく必要があると考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、５番目の男女共同参画計画の市民意識

調査についてのご質問に答弁させていた

だきます。 

 ご指摘のように、男性・女性各１，００

０人ずつを無作為抽出をさせていただい

たのですが、回収率としましては、男性が

女性の半数近くという結果になっており

ます。 

 その原因といたしまして、当課で考えて

おりますのは、質問項目の中で、例えば、

働き方についてでありますが、そこでは、

一般的に女性が仕事を持つことについて、

あなたはどのようにお考えですかという

質問項目であったり、男女共同参画社会を

進めていく中で、摂津市が今後どのような

ことに力を入れていくべきだと思います

かという項目、子育てや介護中であっても、

仕事が続けられるよう支援するという項

目のように、女性が、現在、主に関わって

いると思われる質問項目が多いことから、

男性の回収率が低かったのではないかと

分析をしております。 

 また、説明会も、２回実施させていただ

いたのですが、男性は一人のみのご参加と

なっておりました。 

 今後も、男女共同参画について進めてい

く上では、男性の意識改革も必要だと考え

ておりますので、当課としても力を入れて

いきたいと考えております。 

 また、２点目の幅広く意見を聞くべきで

あったのではないかというご指摘に関し

てですが、先ほど申し上げたように、回収

率の低さから、２回安威川以北と安威川以

南において、説明会及び振り返りのほうを

させていただきました。 

 また、意見を聞かせていただくために、

男女共同参画センターで、講座実施時に、

受講者の方に意見を聞く等で、努力を重ね

ていきたいと考えております。 

 以上です。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 定額給付金のことについてです。非常に

期限が決められた、しかもタイトなスケジ

ュールの中で、漏れなくということで、か

なり高い申請率だったことは、本当に職員

のご苦労、大変だったなと思います。 

 もちろん初めてのことでもありますし、

市民の方々もやっぱりどうしたらいいの

かということが、いろいろ不安な点もあっ

たかと思う中で、電話の対応等、行われて

きたかと思います。 

 この取り組み自体、もちろん緊急のもの
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であるし、委託をして、外部の方々の力を

借りるというのは、非常に大事なことだと、

私も思っております。 

 今後、またさらにコロナに関って突発的

な市の仕事が出てくる可能性も十分に考

えられます。限られた人員の中で与えられ

た業務を漏れなくやらなければならない

という中で、しかも働き方改革の問題であ

るとか、それから、男性・女性の育児休暇、

様々なことも、全部盛り込んだ上で、人事

配置もしなければいけない。そんないろん

な苦労がある中で、適切に対応していくと

いうことは、非常に重要だと思いますので、

この点は、今回のこういった在り方、もち

ろん問題点もあったかと思うんですけど

も、好事例という形で、次に生かしていた

だきたいと思いますし、例えば、これは所

管が違うので、述べるだけにしますが、ワ

クチン接種の予約についていえば、問い合

わせや予約で電話回線の問題もあるかと

思いますけども、この給付金と同じように、

７階講堂で、プロジェクトチームをつくっ

てやるとかいうようなことをやってもお

かしくないぐらいの大変な業務だったと

思います。 

 結果、電話もパンク状態、インターネッ

トでもなかなか難しいという状況で、大混

乱が起きてしまったと思います 

 これも、改めて庁内の連携をしっかり取

っていただいて、まずかったことを反省も

しながら、見直しもしながら、そして、プ

ロジェクトチームをつくって、力を集中さ

せるというような、今回の定額給付金の事

業のやり方についても、参考にしながら進

めていただけたらなと思っておりますの

で、その点はよろしくお願いしたいと思い

ます。 

 次に、まちづくりグランドデザインにつ

いてです。 

 もう少しお聞きしたいんですけれども、

鳥飼に住んでおられる方を中心に、どうい

う鳥飼のまちをつくっていこうか。今の鳥

飼のまちについて、どんな問題があるのか

というのを共有していくという意味では、

本当に幅広くいろんな方の声を聞いてい

く必要があると思うんです。とりわけ高齢

化が進んでいる鳥飼地域、これは鳥飼地域

だけではないですけども、その地域の中で、

高齢者の方々や、こういう説明会や懇談会

に足を運べない方々のほうが圧倒的多数

で、しかもそういった方こそが、その鳥飼

地域で不便を感じながら、このままここで

住み続けられるんやろうかというような

心配を抱えながら暮らしておられる方な

ので、そういう人たちから、どうやって声

を聞いていくのかというのも、これからの

課題にしていただきたいと思っています。 

 その上で、もうちょっとお聞きしたいの

は、親子ひろば、子育ての観点というのは、

非常に市民アンケートの中でも、子育ては、

上から２番目、３番目ぐらいの重要施策と

して、市民が求めていることなので、子育

て世代に聞くというのは大事だと思うん

ですが、この親子ひろばで１か月間アンケ

ートをやられたと。どのぐらい回収があっ

たのか、これは直接職員が行って、面前で

アンケートを取ったのか、親子ひろばの会

場に置いておられたのかということも含

めて、お聞きしたいと思います。 

 それから、地域活性化、子育て支援活動

団体、ＮＰＯ法人から聴取をされておられ

ますが、これは、１団体のみだったのかを

お聞きしたいと思います。 

 それから、事業所については、商工会に

加盟されている推薦の９社ということで

ありますが、今後、鳥飼地域の事業所とい
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うのは、もう大きな事業所から本当に零細

事業者までたくさんいらっしゃると思い

ます。住工混在のまちであって、これいい

意味でも悪い意味でも特性でもあります

し、鳥飼地域で仕事だけされて、おうちは

近隣市に帰られるという方もいらっしゃ

って、できたら摂津市に住んでいただいて、

お仕事もしやすいというようなことにつ

なげることが私は重要だと思っていて、そ

ういう意味では、事業所への聞き取りとい

うのも、９社にとどまるのは、非常に不足

していると思うんです。令和３年度にもや

っておられるのかもしれませんが、その辺

のお考えについても、もう一度お聞かせを

いただきたいと思います。 

 それから、三つ目の人件費事業について

でございます。 

 正規、非正規職員のことについては、今

までもいろいろと議論もしてまいりまし

たし、それでも足りないところはアウトソ

ーシング等を活用しながらということで、

やってこられております。ここでもう一度

同じことをやることは、ちょっと時間的に

も許されませんので、人事政策につきまし

ては、それぞれの部署ごとで、それからそ

こにおられる専門職、それからスペシャリ

ストやゼネラリストをどう育成していく

のかという観点もあります。また、後ほど

触れるかと思いますけども、男女共同参画

社会を目指す上での特定事業の行動計画

にあるように、若い世代がふえてきている

中で、産休を取りやすい、育児休暇取りや

すい、育児参加休暇も取りやすいような職

場環境をつくっていく上でも、そういった

とこに配慮した環境づくりが必要だと思

いますので、そういうところ、ぜひ配慮し

ていただきたいと思います。男女共同参画

のほうで、もうちょっとお聞きしたいと思

いますが、人件費事業については、このぐ

らいにしておきます。 

 四つ目の第三者委員会のことについて

であります。 

 それぞれの問題は重大なミスであった

り、不祥事だったというように思いますが、

それ以上に衝撃的だったのは、市役所の中

にある蔓延している隠蔽体質と事なかれ

主義、それから職員間、上司と職員、正規

と非正規、あらゆる場面でコミュニケーシ

ョンや情報共有に不全があった。これは組

織としては、もう最大限の指摘だと、最悪

の指摘だと感じるわけで、こういった報告

が出たことについて、やはり市民からして

みたら、摂津市にいろいろお任せしていい

んやろうか。今後いろんな個人情報もオン

ライン化していく中で、いろんな情報があ

ります。それから、シティプロモーション

では、摂津市をみんなで盛り上げていこう

と、みんながそういう機運を高めようとし

ているときに、それを動かしている組織は

こんな組織なのかということになってし

まいかねないような事態だと思うんです。

そういう点で、隠蔽体質、事なかれ主義の

蔓延、コミュニケーションや情報共有の不

全といった指摘に対して、やはりどういう

ふうに捉えているのか、先ほども少しご答

弁いただきましたけども、実際に、この報

告書を受け入れるということで、この間も

おっしゃってきました。具体的にそれぞれ

職員や、幹部職員の中で、そういった現状

を共有しているかどうかということを非

常に問われてくるんではないかなという

ように思いますが、端的にお聞きしますが、

隠蔽体質、事なかれ主義、それからコミュ

ニケーションと情報共有の不全、具体的に

思い当たりますか、人事課にお聞きしたい

と思います。 
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 それから、五つ目の男女共同参画推進に

ついてです。 

 先ほどからも議論がありましたので、あ

まり詳しくは聞いていかないつもりです

けども、ぜひ幅広く意見といいますか、思

っておられることを聞いていただきたい

なと思います。 

 特に、ジェンダーの問題というのは、長

年生まれてこの方そういった環境の中で

育って、社会が進んできたということもあ

りますから、一遍に世の中が変わるという

ことはならないと思いますけども、現状を

やっぱりつかむ上でも、多くの方々に聞い

ていただきたいというように思いますの

で、その努力をぜひ引き続いて、まだ策定

までもうちょっとありますので、工夫して

いただきたいと。とりわけ、男女共同参画

センターの講座に来られる方というのは、

それなりに、意識は高い方だとよく言われ

ます。 

 やっぱり関心の高い方々でありますか

ら、一定、頭の中での理解というのはある

方が多いんではないかなと思うんです。も

ちろんそういった方々の意見は重要です

が、やっぱり広く市民の皆さんの中で、ど

んなことを思っているのか、または、摂津

市のいろいろな啓発に対して、どのように

アップデートされていくのか、市民の意識

がどのように変わっていくのかというと

ころを、しっかりつかんでいただきたいと

いうふうに思います。市民の声を聞いてい

ただくことについては、計画書を作る以上

に、力を入れてほしいと思います。これは

要望しておきたいと思います。 

 それから、第３期男女共同参画計画が、

令和３年度末で終了いたします。令和２年

度についても、行政経営戦略の中の進行管

理といいますか、結果報告でまとめておら

れておりますが、到達について、お聞きし

たいと思います。 

 先ほど意識調査の中にもありましたけ

ども、性別によって、利益、不利益を感じ

ましたかという問いに対して、感じたと答

えた人の割合が５％以内にするというの

が、この計画の目標の数値だと思うんです。

現状、令和２年度は８％ほどだったという

ように思います。 

 簡単に数字でということではないとは

思いますけど、それに向けていろいろな取

り組みをしていらっしゃるというように

思います。その点、取り組みについて、全

部を言わなくても結構なので、代表的なも

のを教えていただきたいと思います。 

 それから、先ほどから何度も繰り返し議

論もしていらっしゃるんですけども、やは

り女性に対するＤＶ、それから性暴力、そ

れからＤＶとは切っても切り離せない児

童虐待の問題で、女性問題相談事業などに

ついて、相談を受けておられるかと思いま

すけども、その件数であるとか、それから

ＤＶや性暴力、児童虐待に対しての摂津市

としての取り組みについて、お聞かせをい

ただきたいと思います。 

 もう１点は、男女共同参画計画の見直し

後、新たに加えられた多様な性的マイノリ

ティー、ＬＧＢＴＱとか、ＳＯＧＩとか言

われておりますが、多様な性の認識につい

ても、様々な取り組みをしていらっしゃる

と思います。性によって、生きづらさを感

じないような社会を築いていこうという

のが、男女共同参画社会であり、ジェンダ

ー平等社会だと、先ほども国際社会の中で

は、１５６か国中１２１位と、大変おくれ

ていることが指摘されております。まずは、

私たちの生活の身の回りからいろんなこ

とを改革していかないといけないと思い
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ますので、そういった性的マイノリティー

の方々に対する生きづらさを解消してい

く、もしくは、誤解や偏見を解消していこ

うというような取り組みについて、お聞か

せをいただきたいと思います。 

 それと、人事課のほうに関連でお聞きし

ますが、先ほども藤浦委員から質問があり

ましたが、第４次特定事業主行動計画につ

いて、お聞きします。 

 四つの指標で、先ほどもご紹介されてお

りました男性の育児休暇取得率ですとか、

出産補助休暇及び育児参加休暇の合計５

日以上の取得率というものがありまして、

どちらも前年と比べて、育休のほうはちょ

っと後退しておりますが、出産補助休暇な

どについては、若干伸びていると、女性の

管理職の割合も伸びている。女性の採用率

にしても伸びてきていると思いますけど

も、とりわけ男性の育児休暇の取得、それ

から、出産補助休暇及び育児参加休暇の合

計５日以上の取得を伸ばしていくために、

どんな取り組みをしていらっしゃるのか

なと、お聞きしたいと思います。 

 というのは、令和２年度に実施した意識

調査の中ででも、男性が育児休暇を取りに

くい理由が幾つか挙げられていまして、例

えば、職場にそういった空気がないとか、

誰も取ったことがないとか、もしくは、自

分が休むことで、周囲に迷惑をかけるとい

う理由が、約５０％になっています。ここ

を解消しないことには、幾ら取れ取れとい

っても、それぞれの職場が抱えている環境、

事情によって、取りたくても取れない、取

ったら空気が読めないなどと言われてし

まうんじゃないかと、まだまだ、恐らく社

会の中に根強く残っているものがあると

思うんです。男女共同参画社会を目指して

いく摂津市が率先して進めていく上では、

そういった職場の環境について、どうやっ

て配慮していくのか。それを市内の事業者

や、市内の市民社会の中に届けていくとい

うのが、とても大事なことだと思うので、

お聞きしたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 湯原参事。 

○湯原政策推進課参事 それでは、グラン

ドデザイン策定に向けました、各種ヒアリ

ング状況について、２回目のご質問にご答

弁させていただきます。 

 まず、鳥飼親子ひろばの利用者への意見

聴取でございますが、ヒアリング方法はど

のような形かということでございますが、

本来であれば、鳥飼親子ひろばに、我々が

出向いて、ヒアリングを行う予定でしたが、

新型コロナの状況もありまして、事業実施

しております出産育児課とその方法につ

きまして、協議させていただいた結果、鳥

飼親子ひろばにアンケートを置かせてい

ただいて、回答いただくということで、９

件の回答をいただいたものでございます。 

 続きまして、地域活動団体へのヒアリン

グでございますが、先ほど申し上げました

ＮＰＯ法人、１団体にヒアリングを行って

おりまして、鳥飼地域でイベントを主催し

ておりました方にお声がけをさせていた

だいた上で、その方から鳥飼地域の四つの

小学校区の子育て世帯の方を集めていた

だきまして、計８名の方からヒアリングを

行っております。 

 事業所に対するヒアリングでございま

すが、まちづくりに関しまして、住民と事

業所の参画が、非常に重要ということで考

えておりまして、今年度実施しております

グランドデザイン策定委員会にも、商工会

からご参画をいただいております。 

 また、商業・工業の立場から、ご意見を
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いただいておりますので、そのこともグラ

ンドデザインに反映できたらと思ってお

ります。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、４番目のご質

問につきまして、人事課としてのお問いで

ございましたので、答弁をさせていただき

ます。 

 第三者委員会の指摘の部分について、具

体的に思い当たるかというようなご質問

であったかと思いますけれども、人事課に

おきましても、様々な課と連携を図りなが

らといいますか、そういったことで協議を

しながら業務を進めるということが多分

にございます。 

 この中におきまして、やはり情報共有に

不足が生じているケースというのが、実際

問題としてはあります。 

 この部分につきましては、その都度、情

報共有を図るように、働きかけを行うとい

うようなこともございますし、これも人事

課としても、自分自身にも置き換えて、き

っちりとした情報共有を図っていかない

といけないと思っているところでござい

ます。 

 現在、計画の策定について、庁内で議論

をしておりますけれども、その中でも意見

として一部出てきていたりもいたします

し、これは、全員が自分事として、意識を

して、全庁で取り組むべき事象であると考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、５番目の質問の２回目に答弁させてい

ただきます。 

 男女共同参画計画の次期の計画に当た

りましては、要望どおり、市民の方に分か

りやすい言葉でお伝えし、市民自身の言葉

でお返しいただけるように、努力をしてい

きたいと考えております。 

 次に、性別の不利益に関しての取り組み

ですが、人権女性政策課としましては、女

性が活躍できる職場づくりを推進しまし

ょうということで、市内企業に向けまして、

女性活躍に係るリーフレットを作成し、お

配りをさせていただいていることも一つ

挙げられるかと思います。 

 また、女性が政策、方針決定の場に、女

性の参画を促すために、女性人材登録制度

を設けさせていただいております。それは、

あくまでも一例でございます。 

 女性のＤＶの相談件数等に関してです

が、男女共同参画センターで、来所の相談

２０２件のうち、ＤＶの相談件数は５５件、

電話相談は４３６件のうち、ＤＶは６１件、

本庁で相談は１６件のうち、ＤＶは１５件、

電話は１１件の相談のうちＤＶは４件と

なっております。 

 ＤＶについての取り組みにですが、令和

２年度に関しましては、先ほど申し上げた

ように、大阪人間科学大学が、オンライン

授業になりましたもので、ユースリーダー

制度は一旦中止をさせていただいており

ますが、令和３年度に関しましては、再稼

働をしております。 

 続きまして、多様な性について、ご答弁

させていただきます。 

 近年、制の多様性、ＬＧＢＴというよう

な言葉がよく使われるようになりました。

性というものは、身体の性、心の性、性的

関心の向かい方など、一人一人違いがある

ものです。その違いを理由に、偏見にさら

されて、無理解の差別を受け、生きづらさ

や不安を抱えている人がおられるのも事

実です。 
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 人権女性政策課として取り組みました

ものの例を挙げさせていただきますと、性

の多様性に関するハンドブックを作成さ

せていただきました。これは、職員が一丸

となり、多様性を尊重する全ての市民の人

権が尊重される社会の実現に向けて、また、

全ての職員が生き生きと自分らしく働け

る職場づくりに向けて、取り組みたいと思

い、作成させていただいたものです。 

 また、公文書における性別記載欄の指針

を作成いたしました。性別マイノリティー

の方々の中には、性別記載欄が男女の２択

であった場合、心の性と異なる性を選択す

ることの抵抗感や、戸籍上の性と見かけの

性が異なることで、精神的苦痛を感じる方

がおられます。 

 そのことから、性別記載欄の一定指針が

必要ではないかと思い、令和２年度に性別

記載欄の指針を設けさせていただきまし

た。 

 最後に、各課の様式についての見直しを

させていただきました。 

 市役所には、様々な文書、様式がござい

ます。その申請書類の中に、性別欄の記載

というものがございます。市が裁量権を持

つ書類における性別欄について、合理的必

要性を十分検討し、必要のない性別欄は削

除するように、現在、取り組んでいるとこ

ろです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 そうしましたら、５番目

のご質問の育児休業と男性の育児休業に

関するご質問に答弁をさせていただきま

す。 

 現在までの取り組みといたしましては、

男性育児休業を取得された方の体験談の

案内、それから、制度説明というか、そう

いった案内、そのほか、育児休業の申し出

があった際の管理職の方への対応方法な

どについて、示した案内、このようなこと

が、今まで取り組みとして行ってきている

ものということになっております。 

 ご質問にございました意識調査の部分

は、私どもとしても、認識をいたしており

まして、少しずつ育児休業の取得者が職場

で出てきているということは、いい方向に

展開していくと思いますが、現状は、職員

が申し出た際の対応ということにとどま

っているというのが、現状でございます。 

 人事課としましては、申し出にもつなが

るような、その取得を促せるような、そう

いったところまで進めていく必要がある

と考えておりまして、これについては、休

業中の体制等、不安なく休業を取得できる

ような発信の仕方、これは検討していきた

いと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 鳥飼まちづくりのグランドデザインに

つきまして、アンケートの結果で、３，０

００人ほどの配布に対して、回収率が３

５％ほどの調査ではありましたけれども、

やはり鳥飼のまちで重視してほしい施策

として、公共交通が１番に上がっている。

高齢者の施策の中でも１番になっていた

と思います。 

 それから、高齢者の居場所であったり、

子育ての拠点づくり等々が、１番２番３番、

この三つが中心になっていました。人口が

減少することによって、公共交通がだんだ

ん減ってくると、不便になることによって、

高齢者が住めない、子どもたちが通う学校

の児童・生徒数がどんどん少なくなってい

く。これの悪循環によって、地域そのもの
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が小さくなっていく、貧弱なものになって

いくというのは、どこのまちでも同じよう

なことが起こっている中で、そういった課

題を克服していこうというのが、チャレン

ジだというように思うんです。でも、鳥飼

地域に住んでいる人を含めて、摂津市全体

のまちづくりのビジョンをみんなで考え

ていくんだという取り組みとして、やはり

大きな期待をかけざるを得ないと思って

います。 

 だからこそ、いろいろ日程やスケジュー

ルもあると思いますけども策定委員会の

回数も、当初よりも若干何日かふえました。

それと同じようにいろんな人と交わって、

声を聞いていただくというのは、本当に重

視していただきたい。 

 本当に残念なことに、令和２年度は、コ

ロナ禍の下で、鳥飼まちづくり担当の部署

も、非常に歯がゆい思いをしながら１年過

ごしながら、時間がたってしまっているん

だろうと思いますけども、やっぱりそこは、

だからしょうがないということにしない

で、しっかりやることが、このグランドデ

ザインの中身に、市民の意思が入っていく

ことになるんではないかと思いますし、そ

こに、私たちは鳥飼地域のまちづくりを通

して、摂津市全体のまちづくりに通じてい

くものだと思いますので、あくまで主人公

は、市民の皆さんだという観点で、取り組

んでほしいということを申し上げておき

たいと思います。 

 それぐらいにしておきます。 

 それから、私自身もそうですけど、市民

に役立つ組織というのが、市役所だと思う

んです。地方自治法には、地方自治体の役

割が住民の福祉の増進である。そのために

は、住民に寄り添って、住民の実態を正確

に把握して、最大公約数で、いろんな事業

を展開していくということが、地方自治体

に求められていて、何よりも信頼関係が重

要だと思っています。もちろん人間ですの

で、いろんな意見の違いがあったり、進め

方や考え方の違いというのは、あるのは当

然です。いろんな意見の違いがありながら、

共通点を一致させながら、多様性の中の協

働というのが一番強いんだと思います。そ

れは、やっぱり組織にあるものだというよ

うに思うんです。浅尾課長からも、コミュ

ニケーション不全というのは、実際に、職

場の中でも思い当たるところはあるんだ

と答弁がありました。 

 そんな中で、私が本当に残念だなと思う

のは、第三者委員会にいろんなことが起き

た問題点を客観的に調査してもらって、原

因分析等してもらって、それから再発防止

策を出す。それに基づいて、庁内で、腹を

割ってどうしようかと話し合っていくた

めだけの大事な委員会の報告に関わる文

書が漏えいしていたんじゃないかという

ような指摘も、本会議で幾度となく取り上

げられている。 

 今、いろんなこと一丸になってやってい

こうと言っている中で、コロナ対策で、各

課から意見が上がってきたらやりますと

いうように総務部長がおっしゃっていま

した。上がってきてないのかなと思うんで

すけど、ある意味、幹部の職員の中でのコ

ミュニケーション不全であったり、情報共

有不全であったり、もしくは、仮に信頼関

係のそごがあるという状況が、目に見えて

職員や市民の中で空気として察知された

場合に、職員としたら、幾らいろいろとこ

うあるべきだというようなことを言われ

たとしても、いや、もう自分の与えられた

仕事をそつなくやって、余分なことはやら

んとこうと、もう下手なことやっていつ足
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をすくわれるかも分からないということ

になっているようであれば、最悪の事態で

す。こんなことはあってはならないことで

すし、ないことを望むんですけども、そん

なことさえも想定せざるを得ないような

事態が、今摂津市役所の中で起きていると

いうことを、やはり幹部の職員の皆さんが、

どう認識されているのか。そこを、まず正

していくことなしに、職員にいろいろ情報

共有しようよ、コミュニケーションよくし

ようよと言うたって、それは無理な話では

ないかなと、私個人としては思うんです。

その点について、現在は福渡副市長が、そ

の担当だということです。先ほどお話があ

りましたけども、国土交通省から摂津市に

お越しいただいた方、逆に言えば外からの

目で摂津市役所の中を見ていただけると

いうような面もあるわけで、率直に今の摂

津市役所の中で、言えること、言えないこ

ともあるかとは思いますけども、どのよう

にお考えになっているのか、その辺の共有

認識、幹部職員の中で、そういった信頼関

係がちゃんとあるのかどうなのかを含め

て、現状認識と今後についての考えについ

て、やはりきちんとどこかでけじめをつけ

て、再スタートを切らないと、うやむやの

ままというわけにはいかないと思うんで

す。その点を福渡副市長のほうから、少し

教えていただけないでしょうか。 

 それから、男女共同参画推進計画に関わ

ってでございます。 

 性別によって、利益不利益があるという

のは、これ残念ながら現実問題としては、

たくさんまだまだあるんだと思います。た

またまそういった機会があった人となか

った人もいらっしゃるかもしれませんが、

着実にそういうことを減らしていく取り

組みというのは、社会全体でやらなければ

いけないし、その啓発事業として、今後と

もいろいろ知恵と工夫を尽くしていただ

きたいなと思います。 

 それから、ＤＶ、性暴力、女性問題の相

談においても、やっぱりＤＶの比率という

のは、かなりふえてきているんではないか

と思います。とりわけ先般摂津市内で起き

た児童虐待の問題においても、やはり根幹

に、ＤＶがあるのではないかというような

指摘もあります。だからこそ、ＤＶと児童

虐待というのは、同じパープルとオレンジ

のリボン、一体となったダブルリボンキャ

ンペーンという形で、取り組んでおられる

かと思うんです。 

 今回の件は別としても、ＤＶの相談とい

うのは、直接、人権女性政策課に連絡、相

談が入ったり、男女共同参画センターのほ

うに相談に来られたという方がいらっし

ゃるかと思いますが、児童虐待であるとか、

もしくは学校の中で子どもを通して、何か

問題が起きたときに、ＤＶの可能性という

のは、やはり同時に見ておかないといかん

のではないかなというのは、非常に感じま

す。子どもだけを助けたとしても、その親

のほうの環境が変わらなければ、子どもを

どんなに保護したとしても、戻る場所がな

くなってしまう。もしくは、ＤＶが見逃さ

れてしまって、重大な事件につながってし

まうということは、これまで全国各地で痛

ましい事件が起きてしまっていますが、庁

内の連携が不足していることにもつなが

ってきます。例えば、家庭児童相談課から、

出産育児課から、もしくは生活支援課から、

もしくは納税課から、国民健康保険課から、

いろんなところで、市民の実態をつかめる

アンテナというのは、たくさん張り巡らそ

うと思えば十分できると思います。例えば、

消防でもそうだと思います。救急案件であ
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れば、必ずそういったものが見えてくると

いうのはたくさんあると思いますが、そう

いったときに、ＤＶであるとか、ジェンダ

ーの問題からのアプローチという点では、

人権女性政策課の役割というのは、非常に

大きいと思うんですけども、その辺はどう

いう取り組みになっておられるのか、お聞

かせください。 

 そして、性的マイノリティーの方々に対

する様々な施策についてでありますが、性

別にかかわらず、恋愛をする自由というの

は、当然認められていますけども、同性で

あるがゆえに、いろいろ社会的な不自由を

感じておられることがたくさんあり、その

中の一つとして、やはり同性婚が認められ

ていないというような問題があるんです。

これはもう、国のほうの法律の問題でもあ

りますので、ここでは取り上げませんが、

それであるならば、自治体として、そうい

った同性のカップルに対して、不利益にな

らないよう手だてをやっていくためのパ

ートナーシップ条例であったりとか、それ

から、市役所の窓口で、先ほど男性・女性

と書く欄を精査していただいたという、非

常に大きな前進だと思います。例えば、Ｌ

ＧＢＴ当事者の方にとってみると、窓口で

何か聞かれるんじゃないかというような

不安を抱えている方が多い中で、ＬＧＢＴ

の方々の理解者ですよということを示す

ＡＬＬＹ（アライ）という、そういったこ

とを示すようなレインボーフラッグを市

役所の窓口に置いておくだけで、当事者の

方は、ああここの窓口の方は、ＬＧＢＴの

ことについて、非常に理解があるんだ。も

しくは分かってくれているんだ。それで非

常に安心できるというのは、当事者の方か

らもお聞きしております。そういった取り

組みなどを、具体的にいろいろ法的な制約

もある中で、自治体としてやれるようなこ

とというのは十分まだまだたくさんある

と思うのですが、そういったお考えについ

て今後のことなので、お答えできる範囲で

すが、お願いをしたいと思います。 

 それから、もう１点だけ、特定事業主行

動計画の中で、第三者委員会との関わりに

なります。これは、第三者委員会のほうで

の質問として捉えてほしいんですけれど

も、繁忙期において人事異動の時期をずら

すとか、人事異動の人事施策の工夫という

のも対策の一つとして挙げられているの

で、その点についても先ほどの質問として

お答えいただけたらと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 答弁の順番を変えま

すね。 

 先に、人事の浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、４番目の第三

者委員会の３回目のご質問に答弁をさせ

ていただきます。 

 ご質問にございましたとおり、第三者委

員会の報告書において、その異動時期の工

夫などによって専門性のある職員が配置

を継続する、そういうことで職員の負担軽

減を図るというような、そんな内容の提言

であったかと思います。 

 人事課としても、その点を全く考慮して

こなかったわけではないんですが、事実そ

ういった事務のミス等が発生したという

ことは重く受け止めております。今後につ

いて、どの部署でどの時期にという問題は

あろうかと思いますし、対象の職員の人材

育成ということも一方では必要になって

くるということもございますので、その辺

をバランスよく考えていかないといけな

いとは思っております。現時点においては、

第三者委員会の提言を重く受け止めて対
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応していきたいと考えているところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 福渡副市長。 

○福渡副市長 ご指摘の隠蔽とか事なか

れ主義とかコミュニケーション不足とか

ということなんですけど、私が赴任してか

ら、部長会で幹部の部長級は皆さん見ては

いるんですけど、課長級は全部を見ている

わけではなくて、やっぱり関係のあるとこ

ろしかあまり見ていないというのはあり

ます。基本的に隠蔽とか事なかれ主義を本

気でやろうとしている職員はいないと思

っています。コミュニケーション不足があ

るんじゃないかと担当課長が言ってまし

たけど、僕は思っているのは、これまで自

治体の人とかいろいろと知り合いもいた

りとかして、摂津市に限らずなんですけど、

やっぱり説明責任をちゃんとできる公務

員というのはそんなに多くなくて、言葉が

少し足りないんですね。それが積もり積も

っちゃうとコミュニケーション不足にな

っちゃうのかなという気は少しあります。

私が摂津市に来てから、とりあえず私と一

緒に仕事をしている人たちに対しては、精

いっぱい説明をさせていただいて、ちゃん

と理解をしてもらうということを心がけ

るようにはしています。そういう態度をみ

んなに見てもらって同じようにしていた

だきたいと思っています。ちょっと足りな

いところを埋めるだけで全然変わってく

るので、それにみんな気がつけば大分変わ

るんじゃないかなと思っているので、そん

なに第三者委員会が言われているからも

う大変だとは客観的に見てそこまででは

ないんじゃないかなと個人的には思って

います。どちらにしても第三者委員会で頂

いたご意見をしっかり踏まえて、それをち

ゃんと施策に反映できるようには頑張っ

ていきたいと思いますので、引き続きどう

ぞよろしくお願いいたします。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、５番目のご質問の３回目の答弁をさせ

ていただきます。 

 まず、ＤＶに関しまして、庁内の連携に

ついてどのようになっているかというご

質問をいただいたかと思います。 

 まず、消防の救急隊員の方には、男女共

同参画センターの相談カードというのを

お渡しをしておりまして、ＤＶであろうと

いう方を搬送した場合には、その相談カー

ドを加害者の方が同席しておられるとき

もありますので、分からないような形で被

害者の方にお渡しをしていただくように、

相談につなげるようにしていただいてお

ります。 

 また、庁内でありますと、窓口業務に従

事する職員は、多くは若手職員であると思

います。どこの窓口であってもＤＶがキャ

ッチできた場合、生活応援連携シートを窓

口に置かせていただいており、お渡し頂け

るようにしております。その一覧表でＤＶ

の場合の公的支援が掲示されており、見え

る化できるようになっています。そこから

人権女性政策課につないでいただいて、今

後の見通しでありますとかいろいろな公

的支援をご説明させていただくというふ

うにさせていただいております。また、庁

内連携としまして虐待ネットワークシス

テムというのを昨年度稼働させていただ

きました。 

 続きまして、パートナーシップ制度につ

いてのご質問に答弁させていただきます。 

 あくまでも一例ですが、国民健康保険法

では、異性の内縁の場合は健康保険の扶養
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になると聞いておりますが、同性の内縁の

場合は健康保険法では扶養の認定はなら

ないと聞いております。そのようにパート

ナーシップ制度は国の制度だと考えてお

ります。ただ、それに関して何も施策をし

ないわけではなく、先ほど申し上げました

ように、職員に対して性の多様性に関する

ハンドブックを作成し啓発をしておりま

す。職員にＬＧＢＴや性的マイノリティー

等の言葉や意味を知っていますかという

ことで以前アンケートを実施しました。言

葉も意味も知っていると回答した職員は

７６８名。一方で、言葉は知っていたが意

味は知らないと回答した職員が１４１名、

言葉も意味も知らないと回答した職員が

７３名という結果になっております。この

結果を受けまして、今後も人権女性政策課

としては、ＬＧＢＴに関して庁内での啓発

も必要であると考えております。 

 また、人権協会では、令和２年度に、テ

ーマとしてＬＧＢＴ問題で取り組んでい

るところを申し添えます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 安藤委員。 

○安藤薫委員 ありがとうございます。 

 じゃあ、男女共同参画のほうについてで

ありますが、やはり粘り強くじっくりと取

り組んでいっていただきたいというのを

改めて要望しておきたいと思います。いろ

いろな人の話を聞く、啓発も工夫をして、

いろいろな事業をやっておられると思い

ますので、一つ一つしっかり取り組んでい

ただきたいなと思いますし、新しい参画者

をどう得ていくのかということも大事な

ことだと思います。１回そういった取り組

みをしますと、かなりカルチャーショック

を受ける方が私の周りにもいらっしゃっ

て、そこからやっぱり人というのは意識の

中でもいろいろなアップデートがされて

いくと思います。すぐに成果は見えにくい

んだけれども大事な仕事だと思いますの

で、その点はぜひいろいろな人権問題に取

り組む必要があると思いますので、頑張っ

ていただきたいと申し上げておきます。 

 それから、ＤＶ等については、摂津市だ

けでなく、ＤＶや性暴力に対する大阪府の

相談窓口であったり緊急に２４時間対応

してくれる機関があったりして、摂津市の

ホームページにも紹介はされております

が、目立つところ、また、見やすいところ

で周知してもらえるようにお願いをして

おきたいなと思います。 

 育児休暇の取りやすい環境づくりとい

うことなんですけど、まず根底に日本社会

全体のジェンダー不平等というのがまだ

まだ根強く残っているというところを解

消しないといかんというのも改めて感じ

ているんですね。育児休暇を男性が取りや

すくしようというのは、要は女性がとにか

く家事・育児・介護をやるという前提の下

で女性を働きやすくしようという女性活

躍社会というところにやっぱりどこか矛

盾が出てくるんだと思うんですね。やはり、

男性も女性も人間らしく働けるような環

境をつくらなければいけない。今の男性が

働いているような長時間労働・過密労働で

あったり、ハラスメントがはびこるような

社会の中に女性を入れて適合させようと

いうことはおかしな問題であって、藤浦委

員もおっしゃってましたけれども、働き方

をどう変えていくのかというのを同時に

取り組んでいく中で、男性に対して男性ら

しさを求められるということについても

やはりそこは違うんじゃないかと言い合

えるような社会というのは必要になって

くると思います。女性が働こうと思ったと
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きに、育児のための支援をしますよ、介護

のための支援をしますよ、ですから短時間

で働ける環境もできましたよということ

が結局男女の賃金格差を生んでしまって

いるというのが根底にあると思います。そ

こはここで一朝一夕に変えることはでき

ないけれども、摂津市役所の中での取り組

みをしっかり進めていただいて、それを市

内の事業所の方にも紹介していただくと

いうようなことを地道にやっていただき

たいということを申し上げておきたいと

思います。それぐらいにしておきます。 

 最後に、副市長からもお話がありました、

説明責任の中でどうしても言葉に足りな

い部分があると、それは私もそうだなと思

いますね。コミュニケーションを取るとき

にはもう一言添えたらとか、言葉足らずの

部分がお互いの不信感を生んでしまうこ

とというのは非常に多くあるというのは

よく理解をしております。そういう点につ

いては、ぜひそういったしっかり言葉でコ

ミュニケーションを取れるような職場環

境を目指していただきたいと思います。た

だ、摂津市の場合、言葉が足りないところ

を埋めたら済むかというような状況では

どうもなさそうで、いろいろな人からいろ

いろな話が聞こえてくるんですよね。それ

が結局事情を知っている人たちは理解を

してるのかもしれませんが、働く職員であ

ったり、そういった話を聞かれる職員のＯ

Ｂとか、そういう方から話がどんどん広が

っていくんですよ。これは止められないん

ですよ。それから摂津市役所として、もし

くは、この間の一連で起きてきた三つの不

祥事と第三者委員会の結果と、しかも第三

者委員会の内容が先に漏れてしまってい

た問題と、それに対してのいろいろなこと

があるというような危惧や疑念が湧き起

こっているような状態というのはどこか

できちんと整理しないといけません。やっ

ぱりきちんと幹部からまず正していかな

いと、職員たちはついていけなくなっちゃ

います。職員がついていけないということ

は、市民サービスにも身が入らないという

ことになりかねない。もちろんほとんどの

職員は市民のために一生懸命働いていた

だいているんだけど、新しいことに挑戦し

ていくような時代に、そこに手が伸ばせな

いというようなことになったら、摂津市自

体の環境もよくならないなと思います。ど

うですか。もう一回お聞かせください。 

○三好義治委員長 安藤委員、第三者委員

会の答申は令和２年３月３０日に上がっ

てきて、本日は令和２年度の決算審査です。

理事者側としては、その答申を受けて今プ

ロジェクトチームで協議しながら取り組

んでいるところであるので、この回答につ

いては委員長預かりで、今後、総務建設常

任委員会で改めてまた報告を受けていき

たいと考えておりますので、本日はその答

弁を求めるというのは決算審査にふさわ

しくないという判断をいたします。よろし

いですか。 

 安藤委員。 

○安藤薫委員 分かりました。委員長がお

っしゃられましたので、委員会としてまた

ご報告をいただきたいと思います。これは

簡単に済む話ではないとは思うんだけれ

ども、ただ、その努力を幹部の皆さんや管

理職の方々が汗をかかなければ、摂津市全

体にはびこっているようなムードという

のは変えられないと思いますので、その点

は強く要望しておきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○三好義治委員長 次、松本委員。 

○松本暁彦委員 それでは、要点を絞って
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質問をさせていただきます。 

 まず、事務報告書１６ページで、シティ

プロモーションの各種施策を実施されて

おります。その中で令和２年度にシティプ

ロモーションサイト「＆ｓｅｔｔｓｕ」を

作成されておりますけれども、これはどの

ようなコンセプトで作られて、併せてその

効果はどうだったのか。開始自体は４月１

日からというところで、答えられる範囲で

答えていただければなと思います。 

 続きまして、２番目、人事課のほうで決

算概要４４ページ、職種別能力開発事業に

ついて、令和２年度はコロナ禍において

様々な事業、研修、視察ができない状況で

あったと認識をしております。そのような

状況においてどのように組織等も含めて

能力開発をどう取り組まれたのかお聞か

せいただきたいと思います。 

 続きまして、人権女性政策課にいきます。

事務報告書３７ページの女性問題相談事

業について、これも多々いろいろとお聞か

せをしていただきました。その中で触れて

なかったんですけれども令和２年度、警察

通報等、警察関連につながる重大な案件と

いうのはあったのかどうかをお聞かせい

ただきたいと思います。併せて、２月から

連携システム、これも以前に予算等でもお

聞きをしております中で、基本情報を共有

できるシステムを稼働する必要があると

いうことで、複数の課に関連する相談者へ

の対応が円滑に行えるよう、そういったシ

ステムを稼働しているということですけ

れども、どのように２月から対応したのか

ということについてお聞かせいただきた

いなと思います。 

 続きまして、４番目、消防のほうに移り

ます。事務報告書４２６ページ、こちらは

令和２年度の火災概況についてと記載を

されておりますけれども、令和２年度にお

いては、特に大きな火災として美鈴紙業工

場が火災に遭ったというところが記憶に

残るところでございます。非常に大きな火

災、場合によっては周辺へ延焼することも

あり得たのかと思うものでしたけれども、

消防としてのその対応について、状況、ま

たその課題等もあったのかお聞かせいた

だきたいなと思います。 

 続きまして、５番目、決算概要１３６ペ

ージ、消防団活動管理事業について、こち

らは要望とさせていただきますけれども、

消防団への装備品の支給ということで保

安帽を配付をされたということです。また、

防じんマスクも令和３年度には配付をさ

れております。こういうのがしっかりと配

付をされるということはいいんですけれ

ども、懸念をするのが、いざというときに

本当に活用をされるかというところがキ

ーかなと思っております。そのために平素

から、それらの装備品を着用して準備して

おくということが必要であり、そういった

機会を捉えて消防としてもしっかりと徹

底できる、訓練等を実施して、その装備を

皆さんが使っているという状況をつくる

ように、これは要望とさせていただきます。

消防団の各分団等の中で、使っているとこ

ろ使っていないところとかいうのがある

と思いますので、そこはやっぱりどの分団

も全てしっかりと装備品を使える、それを

消防としても確認ができるように対応し

ていただきたいなと思います。 

 続きまして、６番目、予算概要１３５ペ

ージ、指令・通信事業について、これも要

望とさせていただきますけれども、現在は

吹田市と摂津市の共同指令センターが運

用されています。また、令和６年度に向け

て５市の共同指令センター構築が進めら
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れていると認識をしております。その中で

も以前からも言っておりますけれども、広

域連携を指令センターだけでなく、装備品

あるいは部隊運営でもさらに連携を深め

ていくことが必要であると考えておりま

す。消防というのはスケールメリットが利

く組織と認識をしております。特に有名な

のは東京消防庁ということですけれども、

なかなか大阪消防庁ができるというもの

でもないですけれども、やはりどんどん装

備品等について様々な形で高機能化・高価

格化していく中で、１市の消防本部だけで

はなかなか全てをそろえるというのは厳

しい状況に今後もなってくるであろうと

いう中で、いわゆるはしご車の連携、そし

て先ほどの質問にもありましたドローン

の運用でも、それこそ水難救助とか捜索時

に応援要請を行う、共同指令センターだけ

ではなくそういった装備、そして部隊の運

用についても広域連携の深化をぜひとも

進めていただきたいなと思います。これは

特に５市の共同指令センターの中で関係

を深める中で、さらにそこは調整そして進

めていくことができるものと思いますの

で、これはぜひ要望とさせていただきます。 

 そして、７番目、決算概要７０ページ、

これは選挙管理委員会のところで、これは

意見です。市長及び市議会議員補欠選挙に

ついて、味生体育館から別府コミュニティ

センターへ投票所が移転をしたというこ

とで、いろいろと地域の方にもお聞きをし

ております。特に問題なくできたというこ

とで、これは評価をしたいと思います。 

 以上です。 

○三好義治委員長 古賀課長。 

○古賀広報課長 そうしましたら、１番目

のシティプロモーションサイトの構築の

狙いと効果というところですが、このシテ

ィプロモーションサイトにつきましては、

本市の認知度向上と市民の本市への愛着

度形成を目的としたサイトでございます

けれども、特に若い方、子育て世代に摂津

市にまず関心を持っていただき、摂津市に

呼び込めるようなデザインであったり内

容にしようということで、庁内公募で若手

職員５名にもサイトの構築に携わってい

ただきました。サイトの構成は、暮らし、

また子育て、楽しみ、わたしの４本立てに

なっておりまして、その中でも特にこだわ

りましたのが、市長もよく言われますよう

に、本市はコンパクトで顔の見える関係、

人の温かみを感じるまちであることを大

きな特徴の一つと考えておりましたので、

摂津市にゆかりがあり若い世代に響く魅

力のある人で、しかも地域貢献・地域活動

を熱心に頑張っておられる方にフォーカ

スした人を紹介するコーナーを設けてＰ

Ｒしているところでございます。現在、６

名の方を既に紹介いたしております。 

 それと、運用の効果ですけれども、運用

してから７か月目ということで、まだまだ

効果をはかるのは難しいところではある

のですけれども、こういった活躍されてい

る方が摂津市におられるということを初

めて知ったとか、そういった市民の声も聞

こえてきておりますので、市民の愛着形成

の醸成にもつながっているものと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 浅尾課長。 

○浅尾人事課長 それでは、２番目の人材

育成に関しますご質問に答弁をさせてい

ただきます。 

 昨年度のコロナ禍における研修等の開

催状況でございますけれども、職種別能力

開発事業において派遣をする研修という
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のを実施いたしておりますけれども、この

開催率自体が昨年は約５割ということで、

参加者の率でいいますと約４割というよ

うな状況にございました。また、市で開催

をいたします研修につきましても、感染防

止の観点から新規採用職員研修を中心に

最小限にとどめるというようなことをし

ておりまして、非常に厳しい状況でござい

ました。ただ、一方で、これまでになかっ

たオンライン研修ですとか映像研修、時間

や場所の制約の少ない研修について新た

に開催できた、参加できた、そういったこ

とが一つ収穫であったと思っております。

今年度は、このオンライン研修に関しまし

て各研修会社等でメニューをふやしてき

ておりまして、新たな研修機会として位置

づけができている状況にございます。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 由井課長。 

○由井人権女性政策課長 そうしました

ら、３回目のご質問に答弁させていただき

ます。 

 人権女性政策課または男女共同参画セ

ンターの相談室から警察につないだケー

スというのはございません。ただ、男女共

同参画センターの相談室が土曜日も開室

していることから、警察から男女共同参画

センター相談室につないでいただき一時

保護に至ったというケースはございます。

警察から一時保護につなぐということは

可能ではあるのですが、公的支援に今後つ

ないでいくことの必要から、警察が本課に

つないだものだと思われます。今後も警察

と連携し、安全につないでいけるように努

力してまいります。 

 続きまして、虐待ネットワークシステム

に関して答弁させていただきます。 

 虐待ネットワークシステムに関しまし

ては、令和３年２月から稼働させていただ

きました。庁内の出産育児課、保健福祉課、

家庭児童相談課、障害福祉課、高齢介護課、

人権女性政策課、６課で共有しております。

基本的には、本人の同意を得た上で虐待ネ

ットワークシステムに入力し共有をして

おります。それぞれの担当課の役割支援に

ついて、必要なケースについてはケース会

議を実施し、支援をしているところです。 

 以上です。 

○三好義治委員長 橋本次長。 

○橋本消防本部次長 それでは、三島３丁

目の作業場の火災についてのご質問にお

答えいたします。 

 まず、この火災規模が大きくて調査内容

が膨大であったため、現時点で火災活動報

告書が処理完結に至っておりませんので、

お答えする数値等につきましては確定値

ではないということをご了承いただきま

すよう、よろしくお願いします。 

 出火日時につきましては、令和３年３月

２７日、土曜日の１４時４５分、覚知時間

については１５時３分でございます。最先

着隊の現場到着時間が１５時１１分で、放

水開始が１５時１２分となっております。

火災の火勢の鎮圧時刻につきましては３

月２７日の２３時５分となっております

が、鎮火時刻につきましては、出火建物が

鉄板屋根でございまして、重機等による切

断除去をしながら残火作業を余儀なくさ

れたため、３月３１日、１５時５０分が鎮

火時刻となっております。 

 出動の状況につきましては、本市の出動

隊が８隊の２２名、消防団が１３分団１２

６名、他市からの消防本部からの応援が８

隊の２６名でございました。また、本市の

消防本部の非番・週休者の者も参集してい

ただきまして、計５９名に活動していただ
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きました。 

 焼損の状況といたしましては、鉄骨造の

２階建ての作業場兼倉庫１棟８，８１９平

米が全焼、それと鉄骨造３階建ての事務所

１棟、延べ面積６７０平米が全焼。その他、

類焼建物が４棟でございました。 

 それと、課題等でございますが、まずこ

の火災で活動した機関が、本市消防本部、

消防団を含め、近隣の他市の消防機関４機

関が活動しており、いかに連携して活動し、

安全確実に消火活動を行うかということ

が大切でございます。吹田市と摂津市の共

同指令センター経由で迅速な応援要請、そ

れと警部本部設置要請が可能であったこ

ともありまして、消防団の迅速な出動要請、

他市の応援、さらには防災危機管理課を初

め市役所各機関との連携もスムーズであ

ったため、近隣住民で避難された方々のフ

ォローも的確にできたのではないかなと

考えております。また、大火災であったに

もかかわらず、事故関係者、付近住民、消

火作業活動中の全ての消防職員にも負傷

者が出なかったことは、日々の訓練、安全

管理に対する体制強化、教養の成果が実っ

た結果であったのではないかと分析して

おります。 

 以上でございます。 

○三好義治委員長 松本副委員長。 

○松本暁彦委員 ありがとうございます。

そうしたら、次は全て要望とさせていただ

きます。 

 まず、１番目のシティプロモーションに

つきまして、「＆ｓｅｔｔｓｕ」は私もサ

イトを見させていただきました。非常に面

白いものだなと、よいものだなということ

は認識をしております。ぜひこのシティプ

ロモーションについては、私も以前から提

言しておりまして、しっかりと実現をして

いただいているという点では評価をいた

します。ただ、１点これはもう意見ですけ

れども、シティプロモーションというよう

に、報道対応、いわゆる記者会見等のテレ

ビ対応ですかね、非常に重要であると考え

ております。先般の児童虐待の対応での報

道対応について、特に記者会見等ですね。

多くの市内外からの批判を浴びることと

なり、私自身も多くの市民の方から批判を

頂いております。これは中身云々というよ

りも、報道対応そのものに対する批判とい

うのも多くお声を頂いております。せっか

くこれまで取り組んできたシティプロモ

ーション、市民の愛着心の醸成というとこ

ろが先般の報道によって失われてしまう

というところを私はすごく危惧をいたし

ております。もしこれが企業等であれば、

下手をしたら倒産をしてしまうぐらいの

インパクトもあったのではないかと思い

ます。やはり国とか、自衛隊でもそうです

けれども、重大案件に対してテレビ対応や

記者会見のガイドラインというのをしっ

かりと設けている中で、これも以前にそう

いうのがないということを確認しており

ます。ぜひこれはしっかりと作っておくべ

きものかなと思っております。まさに今ま

で築いてきたものが一瞬で失われてしま

う、特にこういう重大案件ですとその報道

対応もしかりで、一つ一つ丁寧に対応して

いくことが重要になってくるのかなと思

います。例えばですけど、ある企業では、

記者会見等、報道対応をする方に対して記

者会見の対応の研修も行っているという

ことをお聞きをしております。リスクマネ

ジメントの観点からも、それは広報だけじ

ゃなく人事課にもぜひその対応というと

ころは考えてしっかりと取り組んでいた

だきたいと思います。 
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 続きまして、２番目の人事課の開発事業

についてということで、令和２年度、対面

である研修のところは中止が５割という

ところ、やむを得なかったのかなと思いま

す。しかしながら、新しくオンライン研修

というのが令和２年度は出てきて、ＺＯＯ

Ｍを使った研修あるいは会議というのも

非常に昨年は多かったなと思っておりま

す。今後コロナが収束するにつれても、や

はりＺＯＯＭあるいはそういったオンラ

イン研修というのは、わざわざ遠くに行か

なくて済むという点も、そういう利便性も

ある中で対面とオンライン研修の両方を

うまく併用していくということが、さらな

る職員の能力育成につながっていくのか

なと思います。そこはぜひ当然対面で研修

を受ける必要があるものもあれば、オンラ

イン研修で問題ないものもありますので、

精査してやっていくことによって、職員の

資質能力向上につながるのではないかと

思うので、ぜひその点は取り組んでいただ

きたいなと思います。これも要望といたし

ます。 

 続きまして、人権女性政策課のところで、

警察のほうからも土曜日に一時保護の依

頼があったということです。警察と人権女

性政策課の情報共有なり、連携ということ

ができているのかなということは認識を

いたしました。これは以前からも言ってお

りますけれども、やはり今回の児童虐待で

も隠蔽をする、あるいは潜在化していくと

いう中で孤立家庭というのが児童虐待、Ｄ

Ｖ、あるいは高齢者への虐待というところ

につながっているものと認識をしており

ますので、いろいろと課題等はあるかと思

いますけれども、それを含めてしっかりと

各課連携して、そして人権女性政策課とし

ても様々な虐待防止に取り組んでいただ

きたいなと思います。要望といたします。 

 最後ですね、消防についてです。令和２

年度の火災概況についてということでお

答えをいただきました。今回の美鈴紙業工

場の火災について、負傷者もなく無事に何

とか鎮火できたというところは評価をい

たします。また、スムーズに避難所を開設

して近隣住民が避難をしたというところ

でも、市民の命をしっかりと守れたものと

評価をいたします。この件については、ま

さか大きな企業でこういう火災が起きる

なんていうのはなかなか誰も想像しづら

かったような、私も煙を見たときにどこか

らだろうとすごく疑問に思ったところで

す。やはり安全管理というところ、今まで

も話がありましたけれども、予防というと

ころは非常にやっぱり重要になってきま

す。いざ火災が起きたときの対応も大事で

すし、そういう予防のところもしっかりと

原因究明をした上で、またその周知、そし

て各企業に対応の徹底というものを求め

ていただければなと思います。広域連携も

しっかりとできたものかなと思いますの

で、さらに消防の広域連携、そして消防団

との連携もこの教訓を踏まえて進化して

いただけるように、これも要望といたしま

す。 

 以上です。 

○三好義治委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後４時 ９分 休憩） 

（午後４時１２分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 認定第５号の審査を行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 藤浦委員。 
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○藤浦雅彦委員 せっかくですので、お聞

きしたいと思います。 

 財産区財産ですけどね、聞くことが一つ

しかないんです。収入がありますが、これ

は味舌上財産区と鶴野財産区ですけど、鶴

野財産区は前の駐車場を貸している分で

すね。味舌上財産区はイズミヤに駐車場を

貸しているのと岡本銘木に貸してるのと、

それとムロオにも一部を貸しているんで

すね。それはもう分かっているのでいいん

ですけれども、そこから摂津市は管理料と

して２割を取っています。なぜ２割なのと

いうことなんです。１割のところもあるん

ですよ、吹田市なんかは恐らく１割と聞い

ているんですけど、なぜ２割なのか教えて

ください。 

 以上です。 

○三好義治委員長 溝口課長。 

○溝口資産活用課長 それでは、藤浦委員

からのご質問にお答えいたします。 

 こちらのほうは収入の２０％というこ

となんですけれども、これは摂津市の補助

金の交付規程がございます。この中で第２

条に、元部落有財産の売却及び賃貸借に係

る全ての収入については、その処分総額の

８０％以内を当該部落に還元することが

できるということですので、８０％を補助

金として事業のほうに充当していただい

て、残りの２０％を市の一般会計のほうに

繰入金として入れていただいています。こ

の規程に基づいて運用しているというこ

とでございます。 

○三好義治委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 何回も質問しているん

ですけど、その条例に２割と書いてある、

では８割にしている根拠は何なんですか

ということになるんですけれども、それは

もう聞かんときます。行政によって決めて

いるそうなので、１割のところもあれば１

割５分のところもあればね、本市は２割に

なっているということなんですけれども、

そういうことなんだということで一応聞

いておきます。 

 以上です。 

○三好義治委員長 ほかありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 以上で、質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午後４時１５分 休憩） 

（午後４時１７分 再開） 

○三好義治委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○三好義治委員長 討論なしと認め、採決

します。 

 認定議１号所管分について、認定するこ

とに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 賛成多数。よって、本

件は認定すべきものと決定しました。 

 認定第５号について、認定することに賛

成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○三好義治委員長 全員賛成。よって、本

件は認定すべきものと決定しました。 

 これで、本委員会を閉会します。 

（午後４時１８分 閉会） 
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 委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 総務建設常任委員長 三好 義治 
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